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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１基板（ｓｕｂｓｔｒａｔｅ）と、
　前記第１基板上に配置される第２基板と、
　前記第２基板上に配置される多数の光源（ｌｉｇｈｔ　ｓｏｕｒｃｅ）と、
を含み、
　前記多数の光源は、一列に並んで多数個の光源が配置される少なくとも２個の光源アレ
イ（ａｒｒａｙ）を含み、
　前記光源アレイのうち、少なくとも第１光源アレイと第２光源アレイは互いに独立して
駆動され、
　前記第２基板の上面は、第１平面、前記第１平面より高い第２平面、及び前記第１平面
と前記第２平面との間に配置された傾斜面を含み、
　前記第１光源アレイは、前記第２基板の前記第１平面によって支持され、
　前記第２光源アレイは、前記第２基板の前記傾斜面によって支持され、
　前記第２基板の前記第１平面と前記第２基板の前記傾斜面との間の角度は、９１～１７
９°であり、
　前記多数の光源のうち一部の光源は、光出射方向又は光束がその他の光源と異なる、ラ
ンプユニット。
【請求項２】
　前記光源アレイは、第３光源アレイをさらに含み、
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　前記第３光源アレイは、前記第２基板の前記第２平面に配置され、
　前記第１ないし第３光源アレイのいずれか一つの光源アレイに含まれた光源と他の一つ
の光源アレイに含まれた光源は、互いにくい違って配置された、請求項１に記載のランプ
ユニット。
【請求項３】
　前記光源アレイは、第３光源アレイをさらに含み、
　前記第３光源アレイは、前記第２基板の前記第２平面に配置され、
　前記第１ないし第３光源アレイのいずれか一つの光源アレイに含まれた光源の個数と他
の一つの光源アレイに含まれた光源の個数は、互いに異なる、請求項１に記載のランプユ
ニット。
【請求項４】
　前記光源アレイは、第３光源アレイをさらに含み、
　前記第３光源アレイは、前記第２基板の前記第２平面に配置され、
　前記第１ないし第３光源アレイのいずれか一つの光源アレイに含まれた光源の光束と他
の一つの光源アレイに含まれた光源の光束は、互いに異なる、請求項１に記載のランプユ
ニット。
【請求項５】
　前記光源アレイは、第３光源アレイをさらに含み、
　前記第３光源アレイは、前記第２基板の前記第２平面に配置され、
　前記第１ないし第３光源アレイの何れか一つの光源アレイに含まれた光源の間の間隔と
他の一つの光源アレイに含まれた光源の間の間隔は、互いに異なる、請求項１に記載のラ
ンプユニット。
【請求項６】
　前記光源アレイは、第３光源アレイをさらに含み、
　前記第３光源アレイは、前記第２基板の前記第２平面に配置され、
　前記第１光源アレイに含まれた光源は、第１カラー光を出射し、
　前記第２光源アレイに含まれた光源は、第２カラー光を出射し、
　前記第３光源アレイに含まれた光源は、第３カラー光を出射し、
　前記第１カラー光、前記第２カラー光、及び前記第３カラー光は、互いに異なる、請求
項１に記載のランプユニット。
【請求項７】
　前記光源アレイは、第３光源アレイをさらに含み、
　前記第３光源アレイは、前記第２基板の前記第２平面に配置され、
　前記第１光源アレイに含まれる光源の上部面から延びた第１平行線と前記第３光源アレ
イに含まれる光源の上部面から延びた第２平行線との間の間隔は、前記第１光源アレイ又
は前記第３光源アレイに含まれる光源の上部面と下部面との間の間隔よりさらに小さい、
請求項１に記載のランプユニット。
【請求項８】
　前記第１光源アレイに含まれる光源の第１光出射方向は、前記第３光源アレイに含まれ
る光源の第２光出射方向と互いに異なり、
　前記第１光出射方向及び前記第２光出射方向は、前記第１基板の上面と垂直であるか、
又は、前記第１基板の上面と平行である、請求項２ないし７の何れか一項に記載のランプ
ユニット。
【請求項９】
　前記第１光源アレイに含まれる光源の上部面から延びた第１平行線は、前記第２光源ア
レイに含まれる光源の上部面又は側面と出会う、請求項１ないし８の何れか一項に記載の
ランプユニット。
【請求項１０】
　前記光源アレイに含まれる光源のうち、前記光源アレイの中央領域に配置される光源の
光束は、前記光源アレイの端領域に配置される光源の光束よりさらに大きい、請求項１な
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いし９の何れか一項に記載のランプユニット。
【請求項１１】
　前記光源アレイに含まれる光源の間の間隔は、前記光源アレイの中央領域から端領域に
行くほど、徐々に大きくなる、請求項１ないし１０の何れか一項に記載のランプユニット
。
【請求項１２】
　前記光源アレイに含まれる光源の少なくとも二つは、互いに異なる平面上に配置される
、請求項１ないし１１の何れか一項に記載のランプユニット。
【請求項１３】
　前記光源アレイに含まれる光源の少なくとも二つは、光束が互いに異なる、請求項１な
いし１２の何れか一項に記載のランプユニット。
【請求項１４】
　前記光源アレイに含まれる隣接した二つの光源は、互いに異なる色の光を出射する、請
求項１ないし１３の何れか一項に記載のランプユニット。
【請求項１５】
　前記第１基板は第１熱伝導率を有する金属基板であり、前記第２基板は第２熱伝導率を
有する絶縁基板であり、
　前記第２基板は窒化物又は陽極酸化層を含む、請求項１ないし１４の何れか一項に記載
のランプユニット。
【請求項１６】
　前記第２基板上に配置された第１電極パターンと、
　前記第１基板上に配置された第２電極パターンと、を含み、
　前記第１光源アレイは、前記第１電極パターン上に配置され、
　前記第１光源アレイに含まれる光源は、前記第２電極パターンとワイヤを介して電気的
に連結される、請求項１ないし１５の何れか一項に記載のランプユニット。
【請求項１７】
　前記第１基板と前記第２基板は互いに同一の物質からなる、請求項１ないし１４の何れ
か一項に記載のランプユニット。
【請求項１８】
　前記第２基板の表面は、凹の曲面である、請求項１ないし１７の何れか一項に記載のラ
ンプユニット。
【請求項１９】
　前記第２基板は、前記第２基板の表面から所定の高さで突出した少なくとも一つの突起
（ｐｒｏｊｅｃｔｉｏｎ）を含む、請求項１ないし１８の何れか一項に記載のランプユニ
ット。
【請求項２０】
　前記多数の光源の周辺部に配置されるバリア（ｂａｒｒｉｅｒ）をさらに含み、
　前記バリアは金属反射物質を含む、請求項１ないし１９の何れか一項に記載のランプユ
ニット。
【請求項２１】
　前記第１光源アレイに含まれる光源の間の距離ｄ１１は、前記第１光源アレイに含まれ
る光源と前記第２光源アレイに含まれる光源の間の距離ｄ１３よりさらに小さい、請求項
１ないし２０の何れか一項に記載のランプユニット。
【請求項２２】
　前記距離ｄ１１と前記距離ｄ１３の比率は、１：１．１～１:１０である、請求項２１
に記載のランプユニット。
【請求項２３】
　光を発生するランプユニットと、
　前記ランプユニットから発生した光を反射させて光の方向を変えるリフレクターと、
　前記リフレクターから反射した光を屈折させるレンズと、



(4) JP 6266240 B2 2018.1.24

10

20

30

40

50

　前記ランプユニットを収納し、透光性材質で形成されたハウジングと、
　車両の外部環境を感知するセンサーユニットと、
　前記センサーユニットにより生成された感知結果に応じて前記ランプユニットに含まれ
た少なくとも一つ以上の光源を駆動するＥＣＵと、
を含み、
　前記ランプユニットは、
　前記請求項１ないし２２の何れか一項に記載のランプユニットを用い、
　前記外部環境に対応して照明パターンが変更される、車両ランプ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　実施形態は、ランプユニット及び車両用照明システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、ランプは、特定の目的のために光を供給したり調節する装置をいう。このよ
うなランプの光源としては、白熱電球、蛍光灯、ネオンなどのようなものが使用され、最
近ではＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ Ｅｍｉｔｔｉｎｇ Ｄｉｏｄｅ）が使用されている。ＬＥＤは
、化合物の半導体特性を利用して電気信号を赤外線又は光に変化させる素子であって、蛍
光灯と違って水銀等の有害物質を使用しないため、環境汚染の誘発原因が少ない。また、
ＬＥＤの寿命は、白熱電球、蛍光灯、ネオンなどの寿命より長い。また、白熱電球、蛍光
灯、ネオンなどと比較する時、ＬＥＤは電力消費が少なく、高い色温度によって視認性に
優れ眩しさが少ないという長所がある。
【０００３】
　ランプユニットは、バックライト（ｂａｃｋｌｉｇｈｔ）、表示装置、照明灯、車両用
表示灯、又は、ヘッドランプ（ｈｅａｄ ｌａｍｐ）等に使用することができる。特に、
車両に使用されるランプユニットは、車両の安全運行と非常に密接な関連があるため、走
行する車両に隣接する車両のドライバーが発光状態を明確に識別することができるように
することが大変重要である。したがって、車両に使用されるランプユニットは、安全運行
基準に適合した光量を確保しなければならないのと同時に、車両外観の美的機能を確保す
る必要がある。
【０００４】
　また、車両は、走行時に走行方向の事物がよく見えるようにするための用途及び他の車
両やその他歩行者に自分の車両の走行状態を知らせるための用途の照明装置を備える。
【０００５】
　この時、照明装置は、前照灯ともいうヘッドランプであって、車両の前に取り付けられ
、走行時の車両が進行する前方の進路を照らす機能をする照明灯である。通常、ヘッドラ
ンプは、近距離を照射するようにするロービーム（Ｌｏｗ Ｂｅａｍ）と遠距離を照射す
るようにするハイビーム（Ｈｉｇｈ Ｂｅａｍ）が一体的に装着され、ドライバーの選択
によりロービームやハイビームが点灯されるようになっている。
【０００６】
　このようなヘッドランプの照明パターンは、ドライバーが最上の運転視認性を確保でき
るように可能な限り多くの量の光を照明しようとする基本的な目的と、反対車線から近づ
く相手方の車両のドライバーが安全運転ができるように最小限の眩しさを保持しなければ
ならない目的と、を全て満たさなければならない。
【０００７】
　しかし、このような車両用ヘッドランプは、多様に変化する周辺状況、道路状態及び車
両状態に関係なく、固定された方向の照明をドライバーに提供しているだけで、車両走行
時の周辺状況に応じた変化を反映できていないという問題点がある。
【０００８】
　したがって、既存のヘッドランプは、霧や豪雨などの前方視界がきわめて不利な状況で
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、ドライバーの安全運転に必要な十分な視界確保が困難であったし、車両が高速で走行す
る高速道路では、車両の速度のためにより遠い距離とより多くの量の光が必要であったが
、これを満たすことができず一般道路と同じ照明パターンを提供している。
【０００９】
　また、照明がよく整った都心における道路では、遠距離よりは近距離及び周辺の視野確
保が重要であったが、既存のヘッドランプのうち、長距離に適合するように構成されてエ
ネルギーを効率的に利用できていないという問題点も有していた。
【００１０】
　なお、既存のヘッドランプは、車両の前方のみを照明するように構成されていたため、
交差点や曲線道路を走行する場合、傾斜した道路を走行して車両が傾いた場合には、これ
に適合するようにドライバーの視界を確保できるように照明することができないという問
題点も有していた。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　前述の問題点に鑑みてなされたもので、実施形態の目的は、外部の環境に応じて多様な
光のカラーを具現することができるランプユニットを提供することにある。
【００１２】
　また、実施形態の目的は、外部の環境に応じて多様な光束を具現することができるラン
プユニットを提供することにある。
【００１３】
　また、実施形態の目的は、少ない数の光源で最適な光束を具現することができるランプ
ユニットを提供することにある。
【００１４】
　また、実施形態の目的は、全体的に小型化されたランプユニットを提供することにある
。
【００１５】
　また、実施形態の目的は、外部環境に応じて多様なビームパターンを具現することがで
きるランプユニットを提供することにある。
【００１６】
　また、実施形態の目的は、車両の周辺状況に適合した照明パターンを具現することがで
きる車両用照明システムを提供することにある。
【００１７】
　また、実施形態の目的は、車両の照明を効率的に制御して使用者の便宜性を増大させる
ことができる車両用照明システムを提供することにある。
【００１８】
　また、実施形態の目的は、車両の照明エネルギーを効率的に利用できる車両用照明シス
テムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　前述の技術的課題を解決するために、実施形態によるランプユニットは、第１基板（ｓ
ｕｂｓｔｒａｔｅ）と、前記第１基板上に配置される第２基板と、前記第２基板上に配置
される多数の光源（ｌｉｇｈｔ ｓｏｕｒｃｅ）とを含み、前記多数の光源は、一列に並
んで多数個の光源が配置される少なくとも２個の光源アレイ（ａｒｒａｙ）を含み、前記
光源アレイのうち、少なくとも第１光源アレイと第２光源アレイは互いに独立して駆動す
る。
【００２０】
　また、実施形態によるランプユニットにおいて、前記第１光源アレイに含まれる複数の
光源は、互いに独立して駆動し、前記第２光源アレイに含まれる複数の光源は、連動駆動
する。
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【００２１】
　また、実施形態によるランプユニットにおいて、前記第１光源アレイに含まれる光源の
個数は、前記第２光源アレイに含まれる光源の個数よりさらに多くてもよい。
【００２２】
　また、実施形態によるランプユニットにおいて、前記第１光源アレイに含まれる光源の
光束（ｌｕｍｉｎｏｕｓ ｆｌｕｘ）は、前記第２光源アレイに含まれる光源の光束より
さらに大きくてもよい。
【００２３】
　また、実施形態によるランプユニットにおいて、前記第１光源アレイに含まれる光源の
間の間隔は、前記第２光源アレイに含まれる光源の間の間隔よりさらに狭くてもよい。
【００２４】
　また、実施形態によるランプユニットにおいて、前記第１光源アレイに含まれる光源と
前記第２光源アレイに含まれる光源は、互いに異なる平面上に配置される。
【００２５】
　また、実施形態によるランプユニットにおいて、前記第１光源アレイに含まれる光源の
上部面から延びた第１平行線と前記第２光源アレイに含まれる光源の上部面から延びた第
２平行線との間の間隔は、前記第１光源アレイ又は前記第２光源アレイに含まれる光源の
上部面と下部面との間の間隔よりさらに小さくてもよい。
【００２６】
　また、実施形態によるランプユニットにおいて、前記第１光源アレイに含まれる光源の
光出射方向は、前記第２光源アレイに含まれる光源の光出射方向と互いに異なっていても
よい。
【００２７】
　また、実施形態によるランプユニットにおいて、前記第１光源アレイに含まれる光源の
上部面から延びた第１平行線は、前記第２光源アレイに含まれる光源の上部面又は側面と
出会う。
【００２８】
　また、実施形態によるランプユニットにおいて、前記第１光源アレイは、前記第２基板
の第１領域によって支持され、前記第２光源アレイは、前記第２基板の第２領域によって
支持されて、前記第１光源アレイと向き合う前記第２基板の第１領域の表面と前記第２光
源アレイと向き合う前記第２基板の第２領域の表面との間の角度は、９１～１７９°であ
る。
【００２９】
　また、実施形態によるランプユニットにおいて、前記光源アレイに含まれる光源のうち
、前記光源アレイの中央領域に配置される光源の光束は、前記光源アレイの端領域に配置
される光源の光束よりさらに大きくてもよい。
【００３０】
　また、実施形態によるランプユニットにおいて、前記光源アレイに含まれる光源の間の
間隔は、前記光源アレイの中央領域から端領域に行くほど、徐々に大きくなる。
【００３１】
　また、実施形態によるランプユニットにおいて、前記光源アレイに含まれる光源の少な
くとも二つは、互いに異なる平面上に配置される。
【００３２】
　また、実施形態によるランプユニットにおいて、前記光源アレイに含まれる光源の少な
くとも二つは、光束が互いに異なっていてもよい。
【００３３】
　また、実施形態によるランプユニットにおいて、前記第１基板は第１熱伝導率を有する
金属基板であり、前記第２基板は第２熱伝導率を有する絶縁基板である。
【００３４】
　また、実施形態によるランプユニットにおいて、前記第１基板の第１熱伝導率は、前記
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第２基板の第２熱伝導率よりさらに大きくてもよい。
【００３５】
　また、実施形態によるランプユニットにおいて、前記第１基板は所定の領域にキャビテ
ィー（ｃａｖｉｔｙ）を含み、前記第２基板は前記第１基板のキャビティー内に配置され
る。
【００３６】
　また、実施形態によるランプユニットにおいて、前記第１基板と第２基板は互いに同一
の物質からなっていてもよい。
【００３７】
　また、実施形態によるランプユニットにおいて、前記第２基板の表面は、凹の曲面であ
ってもよい。
【００３８】
　また、実施形態によるランプユニットにおいて、前記第２基板は、前記第２基板の表面
から所定の高さで突出した少なくとも一つの突起（ｐｒｏｊｅｃｔｉｏｎ）を含んでいて
もよい。
【００３９】
　また、実施形態によるランプユニットにおいて、前記多数の光源の周辺部に配置される
バリア（ｂａｒｒｉｅｒ）をさらに含み、前記バリアは金属反射物質を含んでいてもよい
。
【００４０】
　また、実施形態によるランプユニットにおいて、前記第１光源アレイに含まれる光源の
間の距離ｄ１１は、前記第１光源アレイに含まれる光源と前記第２光源アレイに含まれる
光源の間の距離ｄ１３よりさらに小さくてもよい。
【００４１】
　また、実施形態によるランプユニットにおいて、前記距離ｄ１１と前記距離ｄ１３の比
率は、１：１．１～１:１０である。
【００４２】
　また、他の実施形態によるランプユニットを用いた車両ランプ装置において、光を発生
するランプユニットと、前記ランプユニットから発生した光を反射させて光の方向を変え
るリフレクターと、前記リフレクターから反射した光を屈折させるレンズとを含み、前記
ランプユニットは、第１基板と、前記第１基板上に配置される第２基板と、前記第２基板
上に配置される多数の光源とを含み、前記多数の光源は、一列に並んで多数個の光源が配
置される少なくとも２個の光源アレイを含み、前記光源アレイのうち、少なくとも第１光
源アレイと第２光源アレイは互いに独立して駆動する。
【発明の効果】
【００４３】
　本発明の実施形態によるランプユニットを使用すれば、外部の環境に応じて多様な光の
カラーを具現することができる。
【００４４】
　また、外部の環境に応じて多様な光束を具現することができる。
【００４５】
　また、少ない数の光源で最適な光束を具現することができる。
【００４６】
　また、ランプユニットの大きさを小型化させることができる。
【００４７】
　また、外部環境に応じて多様なビームパターンを具現することができる。
【００４８】
　また、本発明の実施形態の照明システムを使用すれば、周辺状況に適合した照明パター
ンを具現することができる。
【００４９】
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　また、ドライバーの便宜性を増大させることができる。
【００５０】
　また、突発状況に速かに正確に対応することができる。
【００５１】
　また、事故危険性を減少させることができる。
【００５２】
　また、エネルギーの消費を減少させることができる。
【００５３】
　また、車両用照明システムの製造に必要な部品の数を減少させることができる。
【００５４】
　また、別の回動装置を具備せずとも、ランプユニットを回動させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００５５】
【図１】実施形態による照明システムの構成を示したブロック図である。
【図２】実施例により図１に示されたヘッドランプのランプユニットから照射されるビー
ムパターンを示す正面図である。
【図３】実施例により図１に示されたヘッドランプのランプユニットから照射されるビー
ムパターンを示す正面図である。
【図４】実施例により図１に示されたヘッドランプのランプユニットから照射されるビー
ムパターンを示す正面図である。
【図５】実施例により図１に示されたヘッドランプのランプユニットから照射されるビー
ムパターンを示す正面図である。
【図６】実施例により図１に示されたヘッドランプのランプユニットから照射されるビー
ムパターンを示す正面図である。
【図７】実施例により図１に示されたヘッドランプのランプユニットから照射されるビー
ムパターンを示す正面図である。
【図８】実施例により図１に示されたヘッドランプのランプユニットから照射されるビー
ムパターンを示す正面図である。
【図９】実施例により図１に示されたヘッドランプのランプユニットから照射されるビー
ムパターンを示す正面図である。
【図１０】ランプユニットの全体構造を示す図面である。
【図１１ａ】実施形態によるランプユニットを説明するための平面図及び断面図である。
【図１１ｂ】実施形態によるランプユニットを説明するための平面図及び断面図である。
【図１２ａ】実施形態によるランプユニットの光源アレイを示す図面である。
【図１２ｂ】実施形態によるランプユニットの光源アレイを示す図面である。
【図１３】第１実施例による光源の電気的連結を示す平面図である。
【図１４ａ】第２実施例による光源の電気的連結を示す平面図である。
【図１４ｂ】第２実施例による光源の電気的連結を示す平面図である。
【図１５ａ】第３実施例による光源の電気的連結を示す平面図である。
【図１５ｂ】第３実施例による光源の電気的連結を示す平面図である。
【図１６ａ】第４実施例による光源の電気的連結を示す平面図である。
【図１６ｂ】第４実施例による光源の電気的連結を示す平面図である。
【図１７ａ】光源アレイに含まれる光源の個数を示す平面図である。
【図１７ｂ】光源アレイに含まれる光源の個数を示す平面図である。
【図１７ｃ】光源アレイに含まれる光源の個数を示す平面図である。
【図１８ａ】光源アレイに含まれる光源の光束を示す図面である。
【図１８ｂ】光源アレイに含まれる光源の光束を示す図面である。
【図１８ｃ】光源アレイに含まれる光源の光束を示す図面である。
【図１９ａ】光源アレイに含まれる光源の間の間隔を示す平面図である。
【図１９ｂ】光源アレイに含まれる光源の間の間隔を示す平面図である。
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【図１９ｃ】光源アレイに含まれる光源の間の間隔を示す平面図である。
【図２０ａ】光源アレイの間の間隔と光源の間の間隔を示す平面図である。
【図２０ｂ】光源アレイの間の間隔と光源の間の間隔を示す平面図である。
【図２１ａ】第１実施例による光源の配置を示す平面図である。
【図２１ｂ】第１実施例による光源の配置を示す平面図である。
【図２２ａ】第２実施例による光源の配置を示す平面図である。
【図２２ｂ】第２実施例による光源の配置を示す平面図である。
【図２３ａ】第３実施例による光源の配置を示す平面図である。
【図２３ｂ】第３実施例による光源の配置を示す平面図である。
【図２４ａ】図２３ｂによる光源の配置を示す断面図である。
【図２４ｂ】図２３ｂによる光源の配置を示す断面図である。
【図２４ｃ】図２３ｂによる光源の配置を示す断面図である。
【図２５ａ】図２３ｂによる光源の光出射方向を示す断面図である。
【図２５ｂ】図２３ｂによる光源の光出射方向を示す断面図である。
【図２５ｃ】図２３ｂによる光源の光出射方向を示す断面図である。
【図２５ｄ】図２３ｂによる光源の光出射方向を示す断面図である。
【図２６ａ】第４実施例による光源の配置を示す図面である。
【図２６ｂ】第４実施例による光源の配置を示す図面である。
【図２７ａ】第５実施例による光源の配置を示す図面である。
【図２７ｂ】第５実施例による光源の配置を示す図面である。
【図２８ａ】図２７ｂによる光源の配置を示す断面図である。
【図２８ｂ】図２７ｂによる光源の配置を示す断面図である。
【図２９ａ】図１８ｂによる光源の光出射方向を示す断面図である。
【図２９ｂ】図１８ｂによる光源の光出射方向を示す断面図である。
【図２９ｃ】図１８ｂによる光源の光出射方向を示す断面図である。
【図３０ａ】第６実施例による光源の配置を示す図面である。
【図３０ｂ】第６実施例による光源の配置を示す図面である。
【図３１ａ】実施例による光源の構造を示す図面である。
【図３１ｂ】実施例による光源の構造を示す図面である。
【図３１ｃ】実施例による光源の構造を示す図面である。
【図３２ａ】実施例による光源アレイの光のカラー配置を示す平面図である。
【図３２ｂ】実施例による光源アレイの光のカラー配置を示す平面図である。
【図３３ａ】光源アレイに含まれる光源の光束を示す断面図である。
【図３３ｂ】光源アレイに含まれる光源の光束を示す断面図である。
【図３３ｃ】光源アレイに含まれる光源の光束を示す断面図である。
【図３４ａ】光源アレイに含まれる光源の間隔を示す断面図である。
【図３４ｂ】光源アレイに含まれる光源の間隔を示す断面図である。
【図３５ａ】第１実施例による光源アレイに含まれる光源の配置を示す断面図である。
【図３５ｂ】第１実施例による光源アレイに含まれる光源の配置を示す断面図である。
【図３６ａ】第２実施例による光源アレイに含まれる光源の配置を示す断面図である。
【図３６ｂ】第２実施例による光源アレイに含まれる光源の配置を示す断面図である。
【図３６ｃ】第２実施例による光源アレイに含まれる光源の配置を示す断面図である。
【図３７ａ】実施例によるランプユニットの基板構造を示す断面図である。
【図３７ｂ】実施例によるランプユニットの基板構造を示す断面図である。
【図３７ｃ】実施例によるランプユニットの基板構造を示す断面図である。
【図３７ｄ】実施例によるランプユニットの基板構造を示す断面図である。
【図３７ｅ】実施例によるランプユニットの基板構造を示す断面図である。
【図３８ａ】第２基板の上部表面を示す断面図である。
【図３８ｂ】第２基板の上部表面を示す断面図である。
【図３８ｃ】第２基板の上部表面を示す断面図である。
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【図３９ａ】第２基板の側面を示す断面図である。
【図３９ｂ】第２基板の側面を示す断面図である。
【図３９ｃ】第２基板の側面を示す断面図である。
【図４０ａ】第１実施例による第２基板の突起を示す断面図である。
【図４０ｂ】第１実施例による第２基板の突起を示す断面図である。
【図４０ｃ】第１実施例による第２基板の突起を示す断面図である。
【図４１ａ】第２実施例による第２基板の突起を示す断面図である。
【図４１ｂ】第２実施例による第２基板の突起を示す断面図である。
【図４２】第３実施例による第２基板の突起を示す断面図である。
【図４３ａ】実施例によるランプユニットのバリアを示す図面である。
【図４３ｂ】実施例によるランプユニットのバリアを示す図面である。
【図４４ａ】実施例によるランプユニットのバリアの配置を示す断面図である。
【図４４ｂ】実施例によるランプユニットのバリアの配置を示す断面図である。
【図４４ｃ】実施例によるランプユニットのバリアの配置を示す断面図である。
【図４４ｄ】実施例によるランプユニットのバリアの配置を示す断面図である。
【図４５ａ】実施例によるランプユニットのカバーガラスを示す断面図である。
【図４５ｂ】実施例によるランプユニットのカバーガラスを示す断面図である。
【図４６ａ】実施例によるランプユニットの蛍光体層を示す断面図である。
【図４６ｂ】実施例によるランプユニットの蛍光体層を示す断面図である。
【図４６ｃ】実施例によるランプユニットの蛍光体層を示す断面図である。
【図４６ｄ】実施例によるランプユニットの蛍光体層を示す断面図である。
【図４７】第１実施例によるランプユニットを含む車両のヘッドランプを示す断面図であ
る。
【図４８】第２実施例によるランプユニットを含む車両のヘッドランプを示す断面図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００５６】
　以下、添付された図面を参照し、実施形態が属する技術分野で通常の知識を有する者が
、実施形態を容易に実施することができる好ましい実施例を詳しく説明する。ただし、本
明細書に記載された実施例と図面に示された構成は実施形態の好ましい一実施例に過ぎな
いだけで、本出願時点において、これらを代替可能な多様な均等物と変形例があり得るこ
とを理解しなければならない。また、実施形態の好ましい実施例に対する動作原理を詳し
く説明するにあたって、関連した公知機能又は構成に対する具体的な説明が実施形態の要
旨を不必要に曇らせると判断される場合には、その詳細な説明を省略する。後述される用
語は実施形態における機能を考慮して定義された用語であって、各用語の意味は本明細書
の全般にわたる内容を土台に解釈されなければならないであろう。図面全体にわたって類
似の機能及び作用をする部分に対しては、同一の図面符号を使用する。
【００５７】
　実施形態は、車両の周辺状況を感知することができるセンサーユニットと車両のヘッド
ランプを制御する電子制御ユニットとを連動して、個別駆動可能なランプユニットを用い
ることで、車両の周辺状況に適合した多様な照明パターンを具現し、車両をより効率的に
制御して使用者の便宜性を増大させ、エネルギーを節約できる車両用照明システムを提供
することをその要旨とする。
【００５８】

［実施形態による照明システム］
　図１は、実施形態による照明システムの構成を示したブロック図である。
【００５９】
　図１を参照すると、実施形態による車両用照明システム１０は、センサーユニット１０
０、電子制御ユニット（Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ Ｃｏｎｔｒｏｌ Ｕｎｉｔ；ＥＣＵ）７０
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０及びランプユニットを含むヘッドランプ３０５を含む。センサーユニット１００は、車
両の周辺環境を感知することができる。センサーユニット１００は、車両の速度を感知す
る速度センサー１１０、光の強さを感知する光センサー１２０、前進や後進又は左・右回
転などの車両の動きを感知するモーションセンサー１３０、車両の傾きを感知する傾きセ
ンサー１４０、ＣＭＯＳやＣＣＤなどのように車両の周辺映像を感知するイメージセンサ
ー１５０、障害物又は他の車両との距離を感知するレーダーセンサー１６０、雨水のよう
な水分を感知するレインセンサー１７０、位置情報センサー１８０の少なくとも何れか一
つを含む。しかし、センサーユニット１００は、前記言及したセンサーに限定されず、車
両の周辺環境を感知するセンサーならば、いかなるセンサーでも含まれる。例えば、セン
サーユニット１００は、声、風、煙、重力、位置等を感知するセンサーなどを含む。この
ようなセンサーユニット１００を介して車両の多様な周辺環境が感知できるようになる。
【００６０】
　電子制御ユニット７００は、センサーユニット１００で感知した感知結果に応じて、ラ
ンプユニットを構成する光源を独立して駆動させることができる。例えば、ランプユニッ
トが多数の光源アレイを含めば、電子制御ユニット７００はセンサーユニット１００で感
知した感知結果に応じて、多数の光源アレイを独立して駆動させることができる。したが
って、車両の周辺状況に適合した照明パターンを具現することができる。
【００６１】
　電子制御ユニット７００は、センサーユニット１００で検出されたセンシング値によっ
て車両の走行環境による走行モードを判定する走行モード判定部７１０と走行モード判定
部７１０により判定された走行モードに基づいてランプユニットを駆動させるための駆動
信号を出力する駆動信号出力部７２０を含む。
【００６２】
　この時、前記走行モード判定部７１０が判定する走行モードは、一般走行モード、高速
走行モード、徐行走行モード、駐車モード、停車モード、都心走行モード、郊外走行モー
ド、曲線走行モード、傾斜走行モード、雨天走行モード、対向車目眩み防止走行モードか
らなり、これに対ては以下の図面とともに詳しく説明することにする。
【００６３】
　ヘッドランプ３０５は、第１基板、前記第１基板上に配置された第２基板、前記第２基
板上に多数の光源が配置される多数の光源アレイを含むが、互いに隣接する第１光源アレ
イと第２光源アレイとは互いに電気的に絶縁されるランプユニットを含む。第１光源アレ
イと第２光源アレイは、それぞれ個別に駆動することもできる。
【００６４】
　この時、前記ヘッドランプ３０５は、前記ランプユニットから発生した光の方向を変え
るリフレクターと前記リフレクターから反射した光を屈折させるレンズをさらに含んでな
り、前記光源は発光ダイオードであってもよい。
【００６５】
　このように個別に駆動可能なランプユニットを用いることにより、車両の周辺環境に応
じて多様なビームパターン、光のカラー及び光束を提供することができ、少ない数の光源
で最適な光束を提供することができ、全体的なランプユニットの大きさを減らすことがで
きるだけでなく、ランプユニットを上、下、左、右に回動させる駆動装置を別に具備しな
くてもよい。
【００６６】
　ランプユニットについては、以下の図１０ないし図１９で詳しく説明することにする。
【００６７】
　実施形態による車両用照明システムは、センサーユニット１００が感知した映像を出力
するディスプレイ部６００をさらに含む。例えば、イメージセンサー１５０で感知した映
像を出力するディスプレイ部６００をさらに含む。ディスプレイ部６００は、ドライバー
が注視できるように車両内に配置される。例えば、ルームミラーに配置される。
【００６８】
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　また、実施形態による車両用照明システムは、サイドミラーの側面や後面など車両の両
側面にサイド照明ユニット５０５をさらに含む。
【００６９】
　走行モード判定部７１０が駐車モードと判定した場合に、サイド照明ユニット５０５が
動作することによって、駐車時の車両の両サイドに光を提供してドライバーの便宜を図る
ことができる。
【００７０】

［ランプユニットから照射されるビームパターン］
　図２ないし図９は、実施例により図１に示されたヘッドランプのランプユニットから照
射されるビームパターンを示す正面図である。図１ないし図９を参照すると、センサーユ
ニット１００により感知されたセンシング値によって、走行モード判定部７１０が判定し
た走行モードに応じてランプユニットを含むヘッドランプ３０５から照射されるビームの
パターンを詳しく見てみる。
【００７１】
　図２は、センサーユニット１００により感知されたセンシング値によって、前記走行モ
ード判定部７１０が車両の走行モードを一般走行モードと判定した場合のビームパターン
を示す正面図である。車両が一般的な道路を走行する場合、速度センサー１１０、モーシ
ョンセンサー１３０、イメージセンサー１５０の少なくとも一つ以上を用いて、走行モー
ド判定部７１０は車両の走行モードを一般走行モードと判定することができる。速度セン
サー１１０が普通の速度を感知したり、モーションセンサー１３０が車両の前進の動きを
感知したり、イメージセンサー１５０が前方の物体を確認すると、走行モード判定部７１
０は、車両の走行モードを一般走行モードと判定する。ここで、普通の速度は、予め設定
された基準速度の範囲以内の速度となる。
【００７２】
　実施例では、速度センサー１１０、モーションセンサー１３０、イメージセンサー１５
０を用いて一般走行モードを判定したが、センサーの種類は必ずしもこれに限定されず、
他の種類のセンサーを用いて一般走行モードを判定することもできる。
【００７３】
　一般走行モードと判定されれば、一般的な環境でランプユニットに含まれる光源の個別
駆動によって、近距離前方を広く照射して遠距離前方の一部を照射するロービームのビー
ムパターンを具現することができる。
【００７４】
　図３は、走行モード判定部７１０が車両の走行モードを高速走行モードと判定した場合
のビームパターンを示す正面図である。車両が高速で運行しなければならない高速道路を
走行する場合、速度センサー１１０、光センサー１２０、モーションセンサー１３０、イ
メージセンサー１５０の少なくとも一つ以上を用いて、走行モード判定部７１０は車両の
走行モードを高速走行モードと判定することができる。
【００７５】
　例えば、速度センサー１１０が高速を感知したり、モーションセンサー１３０が車両の
前進の動きを感知したり、イメージセンサー１５０が前方の物体を確認すると、走行モー
ド判定部７１０は、車両の走行モードを高速走行モードと判定する。ここで、高速は、予
め設定された基準速度の範囲以上の速度となる。
【００７６】
　実施例では、速度センサー１１０、モーションセンサー１３０、イメージセンサー１５
０を用いて高速走行モードを判定したが、センサーの種類は必ずしもこれに限定されず、
他の種類のセンサーを用いて高速走行モードを判定することもできる。
【００７７】
　高速走行モードと判定されれば、ランプユニットに含まれる光源の個別駆動によって、
近距離、中距離および遠距離前方まで照射し、中距離前方をさらに広く照射する高速走行



(13) JP 6266240 B2 2018.1.24

10

20

30

40

50

モードのビームパターンを具現することができる。
【００７８】
　図４は、走行モード判定部７１０が車両の走行モードを駐車モードと判定した場合のビ
ームパターンを示す正面図である。車両が前進・後進しながら駐車を行っている場合、速
度センサー１１０、モーションセンサー１３０、イメージセンサー１５０、レーダーセン
サー１６０の少なくとも一つ以上を用いて、走行モード判定部７１０は車両の走行モード
を駐車モードと判定することができる。
【００７９】
　速度センサー１１０が徐行を感知したり、モーションセンサー１３０が前進、後進、停
止を感知したり、イメージセンサー１５０が前方又は後方に近接物体を感知したり、レー
ダーセンサーが物体を感知すると、走行モード判定部７１０は車両の走行モードを駐車モ
ードと判定する。ここで、徐行は、予め設定された基準速度の範囲以下の速度となる。
【００８０】
　実施例では、速度センサー１１０、モーションセンサー１３０を用いて駐車モードを判
定したが、センサーの種類は必ずしもこれに限定されず、他の種類のセンサーを用いて駐
車モードを判定することができる。
【００８１】
　駐車モードと判定されれば、ランプユニットに含まれる光源の個別駆動によって、近距
離前方を広く照射する駐車モードのビームパターンを具現することができる。この時、上
述したように、サイド照明ユニット５００が作動してドライバーの駐車を助けることがで
き、イメージセンサー１５０により出力される映像をディスプレイ部６００を介して確認
することもできる。
【００８２】
　図５は、走行モード判定部７１０が車両の走行モードを都心走行モードと判定した場合
のビームパターンを示す正面図である。車両が街灯及び看板等の外部照明が多い都心環境
で道路を走行する場合、速度センサー１１０、光センサー１２０、位置情報センサー１８
０の少なくとも一つ以上を用いて、走行モード判定部７１０は車両の走行モードを都心走
行モードと判定することができる。
【００８３】
　速度センサー１１０が普通速度を感知し、光センサー１２０が一定の値以上の光量を感
知したり、位置情報センサー１８０が車両の位置が都心に位置したことを感知すると、走
行モード判定部７１０は車両の走行モードを都心走行モードと判定する。位置情報センサ
ー１８０にはＧＰＳが使用される。
【００８４】
　実施例では、速度センサー１１０、光センサー１２０、位置情報センサー１８０を用い
て駐車モードを判定したが、センサーの種類は必ずしもこれに限定されず、他の種類のセ
ンサーを用いて都心走行モードを判定することもできる。
【００８５】
　都心走行モードと判定されれば、ランプユニットに含まれる光源の個別駆動によって、
近距離前方を非常に広く照射する都心走行モードのビームパターンを具現することができ
る。
【００８６】
　図６は、走行モード判定部７１０が車両の走行モードを郊外走行モードと判定した場合
のビームパターンを示す正面図である。車両が田舎道のような郊外を走行する場合、速度
センサー１１０、光センサー１２０、レーダーセンサー１６０、位置情報センサー１８０
の少なくとも一つ以上を用いて、走行モード判定部７１０は車両の走行モードを郊外走行
モードと判定することができる。
【００８７】
　速度センサー１１０が普通速度を感知し、光センサー１２０が一定の値以下の光量を感
知したり、レーダーセンサー１６０が前方の多数の物体を感知したり、位置情報センサー
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１８０が車両の位置が郊外に位置したことを感知すると、走行モード判定部７１０は車両
の走行モードを郊外走行モードと判定する。位置情報センサー１８０にはＧＰＳが使用さ
れる。
【００８８】
　実施例では、速度センサー１１０、光センサー１２０、レーダーセンサー１６０、位置
情報センサー１８０を用いて駐車モードを判定したが、センサーの種類は必ずしもこれに
限定されず、他の種類のセンサーを用いて郊外走行モードを判定することもできる。
【００８９】
　郊外走行モードと判定されれば、ランプユニットに含まれる光源の個別駆動によって、
前記高速走行モードのビームパターンよりは下方に傾けて、近距離・中距離前方を照射す
る郊外走行モードのビームパターンを具現することができる。
【００９０】
　図７は、走行モード判定部７１０が車両の走行モードを曲線走行モードと判定した場合
のビームパターンを示す正面図である。車両が曲線道路を走行する場合、速度センサー１
１０、モーションセンサー１３０、傾きセンサー１４０の少なくとも一つ以上を用いて、
走行モード判定部７１０は車両の走行モードを曲線走行モードと判定することができる。
【００９１】
　速度センサー１１０が徐行又は普通速度を感知したり、モーションセンサー１３０が回
転を感知したり、傾きセンサー１４０が車両の傾き状態を感知すると、走行モード判定部
７１０は車両の走行モードを曲線走行モードと判定する。
【００９２】
　実施例では、速度センサー１１０、モーションセンサー１３０、傾きセンサー１４０を
用いて曲線走行モードを判定したが、センサーの種類は必ずしもこれに限定されず、他の
種類のセンサーを用いて曲線走行モードを判定することもできる。
【００９３】
　曲線走行モードと判定されれば、ランプユニットに含まれる光源の個別駆動によって、
回転方向の道路を照射する曲線走行モードのビームパターンを具現することができる。
【００９４】
　図８は、走行モード判定部７１０が車両の走行モードを雨天走行モードと判定した場合
のビームパターンを示す正面図である。車両が濡れた道路を走行する場合、光センサー１
２０、レーダーセンサー１６０、レインセンサー１７０の少なくとも一つ以上を用いて、
走行モード判定部７１０は車両の走行モードを雨天走行モードと判定することができる。
【００９５】
　光センサー１２０が一定の値以下の光量を感知したり、レーダーセンサー１６０又はレ
インセンサー１７０が雨などを感知すると、走行モード判定部７１０は車両の走行モード
を雨天走行モードと判定する。
【００９６】
　実施例では、光センサー１２０、レーダーセンサー１６０、レインセンサー１７０を用
いて雨天走行モードと判定したが、センサーの種類は必ずしもこれに限定されず、他の種
類のセンサーを用いて雨天走行モードを判定することもできる
　雨天走行モードと判定されれば、普段と違ってランプユニットに含まれる光源の個別駆
動によって近距離前方の一部を遮断し、中距離前方及び遠距離前方の一部を照射する雨天
走行モードのビームパターンを具現することができる。
【００９７】
　図９は、走行モード判定部７１０が車両の走行モードを対向車目眩み防止走行モードと
判定した場合のビームパターンを示す正面図である。走行している車両の反対車線から他
の車両が近接する場合、光センサー１２０、モーションセンサー１３０、イメージセンサ
ー１５０、レーダーセンサー１６０の少なくとも一つ以上を用いて、走行モード判定部７
１０は車両の走行モードを対向車目眩み防止走行モードと判定することができる。
【００９８】
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　光センサー１２０が対向車のランプから発生する光を感知したり、モーションセンサー
１３０が車両の前進を感知したり、イメージセンサー１５０又はレーダーセンサー１６０
が相手方の車両を認識すると、走行モード判定部７１０は車両の走行モードを対向車目眩
み防止走行モードと判定する。
【００９９】
　実施例では、光センサー１２０、モーションセンサー１３０、イメージセンサー１５０
、レーダーセンサー１６０を用いて対向車目眩み防止走行モードと判定したが、センサー
の種類は必ずしもこれに限定されず、他の種類のセンサーを用いて対向車目眩み防止走行
モードと判定することもできる。
【０１００】
　対向車目眩み防止走行モードと判定されれば、ランプユニットに含まれる光源の個別駆
動によって、反対車線の他の車両ドライバーの目眩み防止のために他の車両以外の道路を
照射する対向目眩み防止走行モードのビームパターンを具現することができる。
【０１０１】
　
［ランプユニットの構成］
　図１０は、ランプユニットの全体構造を示す図面である。
【０１０２】
　図１０に示されているように、ランプユニットは、光源モジュール１と、光源モジュー
ル１から発光された光の出射指向角を設定するリフレクター２を含んで構成される。ここ
で、光源モジュール１は、回路基板（ｐｒｉｎｔｅｄ ｃｉｒｃｕｉｔ ｂｏａｒｄ；ＰＣ
Ｂ）１ｂ上に備わる少なくとも一つ以上のＬＥＤ光源１ａを含む。そして、リフレクター
２は、ＬＥＤ光源１ａから発光される光を集束して一定の指向角を有して開口部を介して
出射されるようにし、内側面には反射面を有してもよい。
【０１０３】
　図１１ａ及び図１１ｂは、実施形態によるランプユニットを説明するための平面図及び
断面図である。
【０１０４】
　図１１ａ及び図１１ｂに示されているように、実施例は、第１基板（ｓｕｂｓｔｒａｔ
ｅ）１００、第２基板２００及び多数の光源（ｌｉｇｈｔ ｓｏｕｒｃｅ）３００を含む
。
【０１０５】
　ここで、第２基板２００は第１基板１００上に配置され、前記多数の光源３００は第２
基板２００上に配置される。
【０１０６】
　この時、第２基板２００の面積は、第１基板１００の面積よりさらに小さくてもよい。
場合によって、第２基板２００の面積と第１基板１００の面積は、互いに同一であっても
よい。
【０１０７】
　そして、第２基板２００には回路パターンが形成され、光源３００はワイヤー（ｗｉｒ
ｅ）による電気的な連結を通じて、第２基板２００の回路パターンに電気的に連結される
。
【０１０８】
　続いて、第１基板１００は第１熱伝導率を有する金属基板であり、第２基板２００は第
２熱伝導率を有する絶縁基板である。
【０１０９】
　ここで、第１基板１００の第１熱伝導率と第２基板２００の第２熱伝導率は互いに異な
っていてもよい。例えば、第１基板１００の第１熱伝導率は第２基板２００の第２熱伝導
率よりさらに大きくてもよい。その理由は、第２基板２００上に配置される光源３００か
ら発生する熱を速かに外部に放出するためである。
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【０１１０】
　例えば、第１基板１００は、ＭＣＰＣＢ（Ｍｅｔａｌ Ｃｏｒｅｄ Ｐｒｉｎｔｅｄ Ｃ
ｉｒｃｕｉｔ Ｂｏａｒｄ）であってもよい。
【０１１１】
　また、第１基板１００は、熱伝導性が高い放熱プレートとして、銅（Ｃｕ）、アルミニ
ウム（Ａｌ）、銀（Ａｇ）、金（Ａｕ）から選ばれた何れか一つの物質又はそれらの合金
で形成される。
【０１１２】
　そして、第２基板２００は、熱伝導率が高い窒化物、例えば、ＡｌＮで形成される。
【０１１３】
　場合によって、第２基板２００は、陽極酸化層（ａｎｏｄｉｚｅｄ ｌａｙｅｒ）を含
んでいてもよい。
【０１１４】
　このように、第１基板１００と第２基板２００は多様な形態で形成されるが、例えば、
第１基板１００は所定の領域にキャビティー（ｃａｖｉｔｙ）を含み、第２基板２００は
第１基板１００のキャビティー内に配置されてもよい。
【０１１５】
　この時、第１基板１００は、Ａｌ、Ｃｕ、Ａｕの少なくとも何れか一つを含み、第２基
板２００はＡｌＮを含む。
【０１１６】
　他の例として、第１基板１００と第２基板２００は、順次積層された積層構造（ｌａｍ
ｉｎａｔｉｎｇ ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ）からなっていてもよい。
【０１１７】
　この時、第１基板１００は、Ａｌ、Ｃｕ、Ａｕの少なくとも何れか一つを含み、第２基
板２００は陽極酸化層を含む。
【０１１８】
　また、他の例として、第１基板１００と第２基板２００は互いに同一の物質からなるが
、この時、第１基板１００と第２基板２００は、ＡｌＮ、Ａｌ、Ｃｕ、Ａｕの少なくとも
何れか一つを含む。
【０１１９】
　そして、第２基板２００は、光源３００が配置される上部表面が偏平な平面からなるが
、場合によって、凹の曲面又は凸の曲面からなっていてもよい。
【０１２０】
　また、他の場合として、第２基板２００の上部表面は、凹の曲面、凸の曲面、偏平な平
面の少なくとも二種類の形状が混ざり合って形成されていてもよい。
【０１２１】
　続いて、第２基板２００は、光源３００が配置される上部表面から所定の高さで突出し
た少なくとも一つの突起（ｐｒｏｊｅｃｔｉｏｎ）（図示せず）を含んでいてもよい。
【０１２２】
　ここで、第２基板２００の上部表面と突起の側面の間の角度は、直角又は鈍角である。
【０１２３】
　このように、突起を配置する理由は、突起の上に光源３００を配置することによって、
光源３００の光出射方向を多様化して多様なビームパターンを具現するためである。
【０１２４】
　この時、突起（図示せず）の側面及び上部面のうち、少なくとも何れか一ヶ所には少な
くとも一つの光源３００が配置されていてもよい。
【０１２５】
　一方、多数の光源３００は一定の間隔を有し、第２基板２００上に配置される。
【０１２６】
　ここで、多数の光源３００は、第２基板２００上に共晶接合（ｅｕｔｅｃｔｉｃ ｂｏ
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ｎｄｉｎｇ）又はダイボンディング（ｄｉｅ ｂｏｎｄｉｎｇ）される。
【０１２７】
　そして、多数の光源３００は、上面発光型（ｔｏｐ ｖｉｅｗ ｔｙｐｅ）発光ダイオー
ドであってもよく、場合によって、多数の光源３００は側面発光型（ｓｉｄｅ ｖｉｅｗ 
ｔｙｐｅ）発光ダイオードであってもよい。
【０１２８】
　また、他の場合として、多数の光源３００は、上面発光型発光ダイオードと側面発光型
発光ダイオードが混ざり合って配置されていてもよい。
【０１２９】
　ここで、光源３００は、発光ダイオードチップ（ＬＥＤ ｃｈｉｐ）であってもよく、
発光ダイオードチップは、レッドＬＥＤチップ、ブルーＬＥＤチップ又は紫外線ＬＥＤチ
ップで構成されたり、又は、レッドＬＥＤチップ、グリーンＬＥＤチップ、ブルーＬＥＤ
チップ、イエローグリーン（Ｙｅｌｌｏｗ ｇｒｅｅｎ）ＬＥＤチップ、ホワイトＬＥＤ
チップのうち、少なくとも一つ又はそれ以上を組み合わせたパッケージ形態で構成されて
いてもよい。
【０１３０】
　そして、ホワイトＬＥＤは、ブルーＬＥＤ上にイエロー蛍光体（Ｙｅｌｌｏｗ ｐｈｏ
ｓｐｈｏｒ）を結合したり、ブルーＬＥＤ上にレッド蛍光体（Ｒｅｄ ｐｈｏｓｐｈｏｒ
）とグリーン蛍光体（Ｇｒｅｅｎ ｐｈｏｓｐｈｏｒ）を同時に使用して具現することが
でき、ブルーＬＥＤ上にイエロー蛍光体、レッド蛍光体及びグリーン蛍光体を同時に使用
して具現することもできる。
【０１３１】
　一例として、ランプユニットを車両のヘッドランプ（ｈｅａｄ ｌａｍｐ）に適用する
場合、光源３００は、垂直型発光チップ、例えば、白色発光チップであるが、実施例がこ
れに限定される訳ではない。
【０１３２】
　続いて、光源アレイ（ａｒｒａｙ）は、一列に配置される多数の光源３００を含んでい
てもよい。また、光源アレイは並んで配置されてもよい。
【０１３３】
　ここで、光源アレイのうち、互いに隣接する第１光源アレイ３１０と第２光源アレイ３
３０は、互いに電気的に絶縁され、それぞれ個別駆動することができる。
【０１３４】
　この時、第１光源アレイ３１０に含まれる光源は、互いに電気的に絶縁されて、それぞ
れ個別駆動され、第２光源アレイ３３０に含まれる光源は、互いに電気的に絶縁されて、
それぞれ個別駆動される。
【０１３５】
　場合によって、第１光源アレイ３１０に含まれる光源は、互いに電気的に連結されて、
同時に駆動され、第２光源アレイ３３０に含まれる光源は、互いに電気的に連結されて、
同時に駆動されてもよい。
【０１３６】
　また、他の場合として、第１光源アレイ３１０に含まれる光源は、互いに電気的に絶縁
されて、それぞれ個別駆動され、第２光源アレイ３３０に含まれる光源は、互いに電気的
に連結されて、同時に駆動されてもよい。
【０１３７】
　続いて、第１光源アレイ３１０に含まれる光源の個数と、第２光源アレイ３３０に含ま
れる光源の個数は互いに同一であるが、場合によっては互いに異なっていてもよい。
【０１３８】
　例えば、第１光源アレイ３１０に含まれる光源の個数は、第２光源アレイ３３０に含ま
れる光源の個数よりさらに多くてもよい。
【０１３９】
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　また、第１光源アレイ３１０に含まれる光源の光束（ｌｕｍｉｎｏｕｓ ｆｌｕｘ）と
、第２光源アレイ３３０に含まれる光源の光束は互いに同一であるが、場合によって、互
いに異なっていてもよい。
【０１４０】
　例えば、第１光源アレイ３１０に含まれる光源の光束は、第２光源アレイ３３０に含ま
れる光源の光束よりさらに大きくてもよい。
【０１４１】
　続いて、第１光源アレイ３１０に含まれる光源の間の間隔と、第２光源アレイ３３０に
含まれる光源の間の間隔は互いに同一であってもよいが、場合によって、互いに異なって
いてもよい。
【０１４２】
　例えば、第１光源アレイ３１０に含まれる光源の間の間隔は、第２光源アレイ３３０に
含まれる光源の間の間隔よりさらに狭くてもよい。
【０１４３】
　場合によって、第１光源アレイ３１０と第２光源アレイ３３０は第１間隔で配置されて
、第１光源アレイ３１０又は第２光源アレイ３３０に含まれる光源は第２間隔で配置され
るが、第１間隔と第２間隔は互いに同一であるが、場合によって、互いに異なっていても
よい。
【０１４４】
　例えば、第１間隔は第２間隔よりさらに大きくてもよい。
【０１４５】
　この時、第１間隔と第２間隔の比率は、１．１：１～１０：１である。
【０１４６】
　また、第１光源アレイ３１０に含まれる光源と第２光源アレイ３３０に含まれる光源は
、互いに並んで配置される。
【０１４７】
　ここで、第１光源アレイ３１０に含まれる光源の個数と第２光源アレイ３３０に含まれ
る光源の個数が同一な場合、第１光源アレイ３１０に含まれる光源と第２光源アレイ３３
０に含まれる光源は、互いに一対一で対応して配置される。
【０１４８】
　場合によって、第１光源アレイ３１０に含まれる光源と第２光源アレイ３３０に含まれ
る光源は、互いにくい違って配置される。
【０１４９】
　次に、第１光源アレイ３１０に含まれる光源と第２光源アレイ３３０に含まれる光源は
、互いに同じ平面上に配置されてもよいが、場合によって、互いに異なる平面上に配置さ
れてもよい。
【０１５０】
　例えば、第１光源アレイ３１に含まれる光源は、第２光源アレイ３３０に含まれる光源
からさらに高い領域に配置されてもよい。
【０１５１】
　このように、第１光源アレイ３１０に含まれる光源と第２光源アレイ３３０に含まれる
光源が互いに異なる平面上に配置される理由は、光源３００の光出射方向を多様化して多
様なビームパターンを具現するためである。
【０１５２】
　そして、光源アレイに含まれる光源３００のうち、光源アレイの中央領域に配置される
光源３００の光束と、光源アレイの端領域に配置される光源３００の光束が互いに同一で
あるが、場合によって、互いに異なっていてもよい。
【０１５３】
　例えば、光源アレイの中央領域に配置される光源３００の光束は、光源アレイの端領域
に配置される光源３００の光束よりさらに大きくてもよい。
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【０１５４】
　その理由は、外部に出射されるビームパターンのうち、中央領域の輝度を高めるためで
ある。
【０１５５】
　また、光源アレイに含まれる光源３００の間の間隔は、互いに同一であるが、場合によ
って、互いに異なっていてもよい。
【０１５６】
　例えば、光源アレイに含まれる光源３００の間の間隔は、光源アレイの中央領域から端
領域に行くほど、徐々に大きくなる。
【０１５７】
　その理由は、外部に出射されるビームパターンのうち、中央領域の輝度を高めるためで
ある。
【０１５８】
　続いて、光源アレイに含まれる光源３００は、互いに同じ平面上に配置されてもよいが
、場合によって、光源アレイに含まれる光源３００の少なくとも何れか一つは、互いに異
なる平面上に配置されてもよい。
【０１５９】
　次に、光源アレイに含まれる光源３００は光出射方向が互いに同一であるが、場合によ
って、光源アレイに含まれる光源３００の少なくとも何れか一つは、光出射方向が異なっ
ていてもよい。
【０１６０】
　そして、光源アレイに含まれる光源３００は光束が互いに同一であるが、場合によって
、光源アレイに含まれる光源３００の少なくとも何れか一つは、光束が異なっていてもよ
い。
【０１６１】
　また、光源アレイに含まれる光源３００は、互いに同じカラーの光を発生してもよいが
、場合によって、光源アレイに含まれる光源３００の少なくとも何れか一つは、他のカラ
ーの光を発生してもよい。
【０１６２】
　一方、実施例は、追加としてバリア（ｂａｒｒｉｅｒ）（図示せず）をさらに含んでも
よいが、バリアは多数の光源３００の周辺部に配置される。
【０１６３】
　ここで、バリアは、光源３００と、光源３００の電気的連結のためのワイヤーの保護の
ためのもので、第２基板２００の形状に応じて、多様な形状で製作される。
【０１６４】
　例えば、バリアは、多角形又はリング（ｒｉｎｇ）形状で製作される。
【０１６５】
　そして、バリアは金属反射物質を含むが、光源３００から発生した光を反射させて光源
３００の光抽出効率を向上させることができる。
【０１６６】
　ここで、バリアは、アルミニウム（Ａｌ）、銀（Ａｇ）、白金（Ｐｔ）、ロジウム（Ｒ
ｈ）、ラジウム（Ｒｄ）、パラジウム（Ｐｄ）、クロム（Ｃｒ）の少なくとも一つ以上を
含む。
【０１６７】
　続いて、バリアは、光源３００との離隔距離及び高さなどを制御することによって、光
源３００の光指向角を制御することができる。
【０１６８】
　また、実施例は、追加としてカバーガラス（ｃｏｖｅｒ ｇｌａｓｓ）（図示せず）を
さらに含むが、カバーガラスは、多数の光源３００から一定の間隔で空間を置いて配置さ
れる。
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【０１６９】
　ここで、多数の光源３００とカバーガラス（図示せず）の間の間隔は、約０．１ｍｍ～
５０ｍｍである。
【０１７０】
　カバーガラスは光源３００を保護し、光源３００から発生した光を透過することができ
る。
【０１７１】
　そして、カバーガラスは、無反射コーティング（ａｎｔｉ－ｒｅｆｌｅｃｔｉｖｅ ｃ
ｏａｔｉｎｇ）処理されて、光源３００から発生した光の透過率を向上させることができ
る。
【０１７２】
　ここで、無反射コーティング処理は、ガラス材質ベースに無反射コーティングフィルム
を付着したり、無反射コーティング液をスピンコーティング又はスプレーコーティングし
て無反射コーティング膜を形成して行われる。
【０１７３】
　例えば、無反射コーティング膜は、ＴｉＯ２、ＳｉＯ２、Ａｌ２Ｏ３、Ｔａ２Ｏ３、Ｚ
ｒＯ２、ＭｇＦ２の少なくとも一つ以上を含んで形成される。
【０１７４】
　続いて、カバーガラスは、孔（図示せず）又は開口部（図示せず）を含むが、光源３０
０から発生する熱によるガスは、孔又は開口部を介して放出することができる。
【０１７５】
　また、カバーガラスは、孔又は開口部を有するドーム（ｄｏｍｅ）形態であってもよく
、場合によって、カバーガラスは、光源３００から発生する光のうち特定波長の光のみを
通過させるカラーフィルターを含んでいてもよい。
【０１７６】
　また、他の場合として、カバーガラスは、光源３００から発生する光の指向角を調節で
きる特定パターン（図示せず）を含んでいてもよい。
【０１７７】
　この時、パターンの種類及び形は制限されない。
【０１７８】
　次に、実施例は、追加として蛍光体層（図示せず）をさらに含むが、蛍光体層は多数の
光源上に配置される。
【０１７９】
　ここで、蛍光体層は、多数の光源３００にそれぞれ対応して配置される。
【０１８０】
　そして、蛍光体層は、赤色蛍光体、黄色蛍光体、及び緑色蛍光体の少なくとも一つを含
む。
【０１８１】
　このように、構成される実施例は、個別的に駆動が可能な多数の光源アレイを配置する
ことによって、外部の環境に応じて多様な光のカラー及び光束を提供することができる。
【０１８２】
　そして、実施例は、多数の光源アレイを効率的に配置することによって、少ない数の光
源で最適な光束を提供でき、全体的なランプユニットの大きさを減らすことができる。
【０１８３】
　また、実施例は、多様な出射方向を有する光源アレイを配置し、外部環境に応じた多様
なビームパターンを提供することができる。
【０１８４】
　図１２ａ及び図１２ｂは、実施形態によるランプユニットの光源アレイを示す図面であ
る。より具体的に、図１２ａは、奇数個の光源アレイが配置されたランプユニットを示す
平面図であり、図１２ｂは、偶数個の光源アレイが配置されたランプユニットを示す平面
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図である。
【０１８５】
　図１２ａ及び図１２ｂに示されているように、実施例は、第１基板１００、第２基板２
００及び多数の光源３００を含む。
【０１８６】
　ここで、第２基板２００は第１基板１００上に配置され、前記多数の光源３００は第２
基板２００上に配置される。
【０１８７】
　そして、多数の光源３００は、一列に並んで多数個の光源３００が配置される光源アレ
イを多数個含む。
【０１８８】
　ここで、多数の光源アレイは、偶数個で配置されてもよく、奇数個で配列されてもよい
。
【０１８９】
　一例として、図１２ａの実施例は、奇数個の光源アレイが配置されたもので、第２基板
２００上に第１，第２，第３光源アレイ３１０，３３０，３５０が３列に並んで配置され
る。
【０１９０】
　この時、第１，第２，第３光源アレイ３１０，３３０，３５０は互いに電気的に絶縁さ
れ、それぞれ個別駆動することができる。
【０１９１】
　また、第１，第２，第３光源アレイ３１０，３３０，３５０に含まれる光源も、互いに
電気的に絶縁され、それぞれ個別駆動される。
【０１９２】
　場合によって、 第１，第２，第３光源アレイ３１０，３３０，３５０の少なくとも何
れか一つの光源アレイに含まれる光源は、互いに電気的に連結されて、同時に駆動され、
残りの光源アレイに含まれる光源は、互いに電気的に連結されて、同時に駆動されてもよ
い。
【０１９３】
　例えば、第１光源アレイ３１０に含まれる光源は、互いに電気的に連結されて、同時に
駆動され、第２，第３光源アレイ３３０，３５０に含まれる光源は、互いに電気的に連結
されて、同時に駆動されてもよい。
【０１９４】
　そして、図１２ｂの実施例は、偶数個の光源アレイが配置されたもので、第２基板２０
０上に第１，第２，第３，第４光源アレイ３１０，３３０，３５０，３７０が４列に並ん
で配置されてもよい。
【０１９５】
　ここで、互いに隣接する第１，第２光源アレイ３１０，３３０は、第１光源アレイグル
ープ３００ａに含まれ、互いに隣接する第３，第４光源アレイ３５０，３７０は第２光源
アレイグループ３００ｂに含まれる。
【０１９６】
　この時、 第１，第２光源アレイグループ３００ａ，３００ｂは互いに電気的に絶縁さ
れ、互いに個別駆動することができる。
【０１９７】
　また、第１光源アレイグループ３００ａに含まれる第１，第２光源アレイ３１０，３３
０と、第２光源アレイグループ３００ｂに含まれる第３，第４光源アレイ３５０，３７０
は、互いに電気的に絶縁されて、それぞれ個別駆動される。
【０１９８】
　そして、第１，第２，第３，第４光源アレイ３１０，３３０，３５０，３７０に含まれ
る光源も、互いに電気的に絶縁されて、それぞれ個別駆動される。
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【０１９９】
　場合によって、第１，第２光源アレイグループ３００ａ，３００ｂのうち、少なくとも
何れか一つの光源アレイグループに含まれる光源は、互いに電気的に連結されて、同時に
駆動され、残りの光源アレイグループに含まれる光源は、互いに電気的に連結されて、同
時に駆動されてもよい。
【０２００】
　例えば、第１光源アレイグループ３００ａに含まれる光源は、互いに電気的に連結され
て、同時に駆動され、第２光源アレイグループ３００ｂに含まれる光源は、互いに電気的
に連結されて、同時に駆動されてもよい。
【０２０１】
　このように、多数の光源アレイを配置する理由は、外部の環境に応じて多様な光のカラ
ー及び光束を提供できるだけでなく、多様なビームパターンを提供することができるため
である。
【０２０２】
　図１３は、第１実施例による光源の電気的連結を示す平面図である。
【０２０３】
　図１３に示されているように、第１実施例は、第１基板１００、第２基板２００及び多
数の光源３００を含む。
【０２０４】
　ここで、第２基板２００は第１基板１００上に配置され、前記多数の光源３００は第２
基板２００上に配置される。
【０２０５】
　そして、多数の光源３００は、一列に並んで多数個の光源３００が配置される光源アレ
イを多数個含む。
【０２０６】
　ここで、多数の光源アレイは、互いに隣接する第１，第２光源アレイ３１０，３３０を
含む。
【０２０７】
　そして、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３００は、第２基板２００上に配置され
る一つの第１電極パターン４１１に電気的に連結される。
【０２０８】
　続いて、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３００はワイヤー４００を介して、第１
基板１００上に配置される一つの第２電極パターン４１３に電気的に連結される。
【０２０９】
　次に、第２光源アレイ３３０に含まれる光源３００は、第２基板２００上に配置される
一つの第３電極パターン４３１に電気的に連結される。
【０２１０】
　続いて、第２光源アレイ３３０に含まれる光源３００はワイヤー４００を介して、第１
基板１００上に配置される一つの第４電極パターン４３３に電気的に連結される。
【０２１１】
　したがって、互いに隣接する第１光源アレイ３１０と第２光源アレイ３３０は互いに電
気的に絶縁され、それぞれ個別駆動することができる。
【０２１２】
　そして、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３００は、互いに電気的に連結されて、
同時に駆動され、第２光源アレイ３３０に含まれる光源３００は、互いに電気的に連結さ
れて、同時に駆動される。
【０２１３】
　このように、第１実施例による多数の光源アレイは、光源アレイ別に個別駆動されるこ
とにより、外部の環境に応じて多様な光束及びビームパターンを提供することができる。
【０２１４】
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　図１４ａ及び図１４ｂは、第２実施例による光源の電気的連結を示す平面図である。
【０２１５】
　図１４ａ及び図１４ｂに示されているように、第２実施例は、第１基板１００、第２基
板２００及び多数の光源３００を含む。
【０２１６】
　ここで、第２基板２００は第１基板１００上に配置され、前記多数の光源３００は第２
基板２００上に配置される。
【０２１７】
　そして、多数の光源３００は、一列に並んで多数個の光源３００が配置される光源アレ
イを多数個含む。
【０２１８】
　ここで、多数の光源アレイは、互いに隣接する第１，第２光源アレイ３１０，３３０を
含む。
【０２１９】
　第２実施例は、図１４ａのような第１電気連結タイプ（ｔｙｐｅ）があり、図１４ｂの
ような第２電気連結タイプがある。
【０２２０】
　例えば、第１電気連結タイプは、図１４ａのように、第１光源アレイ３１０に含まれる
光源３００が第２基板２００上に配置される一つの第１電極パターン４１１に電気的に連
結されてもよい。
【０２２１】
　続いて、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３００はワイヤー４００を介して、第１
基板１００上に配置される多数の第２電極パターン４１３にそれぞれ個別的に電気連結が
なされる。
【０２２２】
　次に、第２光源アレイ３３０に含まれる光源３００は、第２基板２００上に配置される
一つの第３電極パターン４３１に電気的に連結される。
【０２２３】
　続いて、第２光源アレイ３３０に含まれる光源３００はワイヤー４００を介して、第１
基板１００上に配置される多数の第４電極パターン４３３にそれぞれ個別的に電気連結が
なされる。
【０２２４】
　したがって、互いに隣接する第１光源アレイ３１０と第２光源アレイ３３０は互いに電
気的に絶縁され、それぞれ個別駆動することができる。
【０２２５】
　そして、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３００は、互いに電気的に絶縁されて、
それぞれ個別駆動され、第２光源アレイ３３０に含まれる光源３００は、互いに電気的に
絶縁されて、それぞれ個別駆動される。
【０２２６】
　また、第２電気連結タイプは、図１４ｂのように、第１光源アレイ３１０に含まれる光
源３００が第２基板２００上に配置される多数の第１電極パターン４１１にそれぞれ個別
的に電気連結がなされる。
【０２２７】
　続いて、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３００はワイヤー４００を介して、第１
基板１００上に配置される一つの第２電極パターン４１３に電気的に連結される。
【０２２８】
　次に、第２光源アレイ３３０に含まれる光源３００は、第２基板２００上に配置される
多数の第３電極パターン４３１にそれぞれ個別的に電気連結がなされる。
【０２２９】
　続いて、第２光源アレイ３３０に含まれる光源３００はワイヤー４００を介して、第１
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基板１００上に配置される一つの第４電極パターン４３３に電気的に連結される。
【０２３０】
　したがって、互いに隣接する第１光源アレイ３１０と第２光源アレイ３３０は互いに電
気的に絶縁され、それぞれ個別駆動することができる。
【０２３１】
　そして、第1光源アレイ３１０に含まれる光源３００は、互いに電気的に絶縁されて、
それぞれ個別駆動され、第２光源アレイ３３０に含まれる光源３００は、互いに電気的に
絶縁されて、それぞれ個別駆動される。
【０２３２】
　このように、第２実施例による多数の光源アレイは、光源アレイ別に個別駆動されると
同時に光源別に個別駆動されることにより、外部の環境に応じて多様な光束及びビームパ
ターンを提供することができる。
【０２３３】
　図１５ａ及び図１５ｂは、第３実施例による光源の電気的連結を示す平面図である。
【０２３４】
　図１５ａ及び図１５ｂに示されているように、第３実施例は、第１基板１００、第２基
板２００及び多数の光源３００を含む。
【０２３５】
　ここで、第２基板２００は第１基板１００上に配置され、前記多数の光源３００は第２
基板２００上に配置される。
【０２３６】
　そして、多数の光源３００は、一列に並んで多数個の光源３００が配置される光源アレ
イを多数個含む。
【０２３７】
　ここで、多数の光源アレイは、互いに隣接する第１，第２光源アレイ３１０，３３０を
含む。
【０２３８】
　第３実施例は、図１５ａのような第１電気連結タイプがあり、図１５ｂのような第２電
気連結タイプがある。
【０２３９】
　例えば、第１電気連結タイプは、図１５ａのように、第１光源アレイ３１０に含まれる
光源３００が第２基板２００上に配置される一つの第１電極パターン４１１に電気的に連
結されてもよい。
【０２４０】
　続いて、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３００はワイヤー４００を介して、第１
基板１００上に配置される多数の第２電極パターン４１３にそれぞれ個別的に電気連結が
なされる。
【０２４１】
　次に、第２光源アレイ３３０に含まれる光源３００は、第２基板２００上に配置される
一つの第３電極パターン４３１に電気的に連結される。
【０２４２】
　続いて、第２光源アレイ３３０に含まれる光源３００はワイヤー４００を介して、第１
基板１００上に配置される一つの第４電極パターン４３３に電気的に連結される。
【０２４３】
　したがって、互いに隣接する第１光源アレイ３１０と第２光源アレイ３３０は互いに電
気的に絶縁され、それぞれ個別駆動することができる。
【０２４４】
　そして、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３００は、互いに電気的に絶縁されて、
それぞれ個別駆動され、第２光源アレイ３３０に含まれる光源３００は、互いに電気的に
連結されて、同時に駆動される。
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【０２４５】
　また、第２電気連結タイプは、図１５ｂのように、第１光源アレイ３１０に含まれる光
源３００が第２基板２００上に配置される多数の第１電極パターン４１１にそれぞれ個別
的に電気連結がなされる。
【０２４６】
　続いて、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３００はワイヤー４００を介して、第１
基板１００上に配置される一つの第２電極パターン４１３に電気的に連結される。
【０２４７】
　次に、第２光源アレイ３３０に含まれる光源３００は、第２基板２００上に配置される
一つの第３電極パターン４３１に電気的に連結される。
【０２４８】
　続いて、第２光源アレイ３３０に含まれる光源３００はワイヤー４００を介して、第１
基板１００上に配置される一つの第４電極パターン４３３に電気的に連結される。
【０２４９】
　したがって、互いに隣接する第１光源アレイ３１０と第２光源アレイ３３０は互いに電
気的に絶縁され、それぞれ個別駆動することができる。
【０２５０】
　そして、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３００は、互いに電気的に絶縁されて、
それぞれ個別駆動され、第２光源アレイ３３０に含まれる光源３００は、互いに電気的に
連結されて、同時に駆動される。
【０２５１】
　このように、第３実施例は、光源アレイに含まれる光源の駆動方式が光源アレイ別に異
なっていてもよい。
【０２５２】
　すなわち、一部の光源アレイに含まれる光源は同時に駆動され、一部の光源アレイに含
まれる光源は個別的に駆動されることにより、外部の環境に応じて多様な光束及びビーム
パターンを提供することができる。
【０２５３】
　図１６ａ及び図１６ｂは、第４実施例による光源の電気的連結を示す平面図である。
【０２５４】
　図１６ａ及び図１６ｂに示されているように、第４実施例は、第１基板１００、第２基
板２００及び多数の光源３００を含む。
【０２５５】
　ここで、第２基板２００は第１基板１００上に配置され、前記多数の光源３００は第２
基板２００上に配置される。
【０２５６】
　そして、多数の光源３００は、一列に並んで多数個の光源３００が配置される光源アレ
イを多数個含む。
【０２５７】
　ここで、多数の光源アレイは、互いに隣接する第１，第２光源アレイ３１０，３３０を
含む。
【０２５８】
　第４実施例は、図１６ａのような第１電気連結タイプがあり、図１６ｂのような第２電
気連結タイプがある。
【０２５９】
　例えば、第１電気連結タイプは、図１６ａのように、第１光源アレイ３１０に含まれる
光源３００が第２基板２００上に配置される一つの第１電極パターン４１１に電気的に連
結される。
【０２６０】
　続いて、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３００はワイヤー４００を介して、第１



(26) JP 6266240 B2 2018.1.24

10

20

30

40

50

基板１００上に配置される一つの第２電極パターン４１３に電気的に連結される。
【０２６１】
　次に、第２光源アレイ３３０に含まれる光源３００は、第２基板２００上に配置される
一つの第３電極パターン４３１に電気的に連結される。
【０２６２】
　続いて、第２光源アレイ３３０に含まれる光源３００はワイヤー４００を介して、第１
基板１００上に配置される多数の第４電極パターン４３３にそれぞれ個別的に電気連結が
なされる。
【０２６３】
　したがって、互いに隣接する第１光源アレイ３１０と第２光源アレイ３３０は互いに電
気的に絶縁され、それぞれ個別駆動することができる。
【０２６４】
　そして、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３００は、互いに電気的に連結されて、
同時に駆動され、第２光源アレイ３３０に含まれる光源３００は、互いに電気的に絶縁さ
れて、個別的に駆動される。
【０２６５】
　また、第２電気連結タイプは、図１６ｂのように、第１光源アレイ３１０に含まれる光
源３００が第２基板２００上に配置される一つの第１電極パターン４１１に電気的に連結
される。
【０２６６】
　続いて、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３００はワイヤー４００を介して、第１
基板１００上に配置される一つの第２電極パターン４１３に電気的に連結される。
【０２６７】
　次に、第２光源アレイ３３０に含まれる光源３００は第２基板２００上に配置される多
数の第３電極パターン４３１にそれぞれ個別的に電気連結がなされる。
【０２６８】
　続いて、第２光源アレイ３３０に含まれる光源３００はワイヤー４００を介して、第１
基板１００上に配置される一つの第４電極パターン４３３に電気的に連結される。
【０２６９】
　したがって、互いに隣接する第１光源アレイ３１０と第２光源アレイ３３０は互いに電
気的に絶縁され、それぞれ個別駆動することができる。
【０２７０】
　そして、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３００は、互いに電気的に連結されて、
同時に駆動され、第２光源アレイ３３０に含まれる光源３００は、互いに電気的に絶縁さ
れて、個別的に駆動される。
【０２７１】
　このように、第４実施例は、光源アレイに含まれる光源の駆動方式が光源アレイ別に異
なっていてもよい。
【０２７２】
　すなわち、一部の光源アレイに含まれる光源は同時に駆動され、一部の光源アレイに含
まれる光源は個別的に駆動されることにより、外部の環境に応じて多様な光束及びビーム
パターンを提供することができる。
【０２７３】
　図１７ａないし図１７ｃは、光源アレイに含まれる光源の個数を示す平面図である。
【０２７４】
　図１７ａないし図１７ｃに示されているように、第１基板１００、第２基板２００及び
多数の光源３００を含む。
【０２７５】
　ここで、第２基板２００は第１基板１００上に配置され、前記多数の光源３００は第２
基板２００上に配置される。
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【０２７６】
　そして、多数の光源３００は、一列に並んで多数個の光源３００が配置される光源アレ
イを多数個含む。
【０２７７】
　ここで、多数の光源アレイは、互いに隣接する第１，第２光源アレイ３１０，３３０を
含む。
【０２７８】
　続いて、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１の個数と、第２光源アレイ３
３０に含まれる光源３３０－１の個数は互いに同一であるが、場合によっては互いに異な
っていてもよい。
【０２７９】
　例えば、図１７ａのように、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１の個数は
、第２光源アレイ３３０に含まれる光源３３０－１の個数よりさらに多くてもよい。
【０２８０】
　そして、図１７ｂのように、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１の個数は
、第２光源アレイ３３０に含まれる光源３３０－１の個数よりさらに少なくてもよい。
【０２８１】
　また、図１７ｃのように、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１の個数は、
第２光源アレイ３３０に含まれる光源３３０－１の個数と同一であってもよい。
【０２８２】
　このように、実施例は、光源アレイに含まれる光源の個数が光源アレイ別に異なって配
置されることにより、外部の環境に応じて多様な光束及びビームパターンを提供すること
ができる。
【０２８３】
　図１８ａないし図１８ｃは、光源アレイに含まれる光源の光束を示す図面である。
【０２８４】
　図１８ａは、光源アレイの配置を示す平面図であり、図１８ｂ及び図１８ｃは、図１８
ａのＩＩ－ＩＩ線上による断面図である。
【０２８５】
　図１８ａないし図１８ｃに示されているように、第１基板１００、第２基板２００及び
多数の光源３００を含む。
【０２８６】
　ここで、第２基板２００は第１基板１００上に配置され、前記多数の光源３００は第２
基板２００上に配置される。
【０２８７】
　そして、多数の光源３００は、一列に並んで多数個の光源３００が配置される光源アレ
イを多数個含む。
【０２８８】
　ここで、多数の光源アレイは、互いに隣接する第１，第２光源アレイ３１０，３３０を
含む。
【０２８９】
　続いて、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１の光束と、第２光源アレイ３
３０に含まれる光源３３０－１の光束は互いに同一であるが、場合によっては互いに違っ
ていてもよい。
【０２９０】
　例えば、図１８ｂのように、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１の光束は
、第２光源アレイ３３０に含まれる光源３３０－１の光束よりさらに大きくてもよい。
【０２９１】
　そして、図１８ｃのように、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１の光束は
、第２光源アレイ３３０に含まれる光源３３０－１の光束よりさらに小さくてもよい。
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【０２９２】
　このように、実施例は、光源アレイに含まれる光源の光束が光源アレイ別に異なって配
置されることにより、外部の環境に応じて多様な光束及びビームパターンを提供すること
ができる。
【０２９３】
　図１９ａないし図１９ｃは、光源アレイに含まれる光源の間の間隔を示す平面図である
。
【０２９４】
　図１９ａないし図１９ｃに示されているように、第１基板１００、第２基板２００及び
多数の光源３００を含む。
【０２９５】
　ここで、第２基板２００は第１基板１００上に配置され、前記多数の光源３００は第２
基板２００上に配置される。
【０２９６】
　そして、多数の光源３００は、一列に並んで多数個の光源３００が配置される光源アレ
イを多数個含む。
【０２９７】
　ここで、多数の光源アレイは、互いに隣接する第１，第２光源アレイ３１０，３３０を
含む。
【０２９８】
　続いて、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１の間の間隔ｄ１と、第２光源
アレイ３３０に含まれる光源３３０－１の間の間隔ｄ２は互いに同一であるが、場合によ
っては互いに違っていてもよい。
【０２９９】
　例えば、図１９ａのように、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１の間の間
隔ｄ１は、第２光源アレイ３３０に含まれる光源３３０－１の間の間隔ｄ２よりさらに小
さいこともある。
【０３００】
　そして、図１９ｂのように、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１の間の間
隔ｄ１は、第２光源アレイ３３０に含まれる光源３３０－１の間の間隔ｄ２よりさらに大
きいこともある。
【０３０１】
　また、図１９ｃのように、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１の間の間隔
ｄ１は、第２光源アレイ３３０に含まれる光源３３０－１の間の間隔ｄ２と同一なことも
ある。
【０３０２】
　このように、実施例は、光源アレイに含まれる光源の間の間隔が光源アレイ別に異なっ
て配置されることにより、外部の環境に応じて多様な光束及びビームパターンを提供する
ことができる。
【０３０３】
　図２０ａ及び図２０ｂは、光源アレイの間の間隔と光源の間の間隔を示す平面図である
。
【０３０４】
　図２０ａ及び図２０ｂに示されているように、第１基板１００、第２基板２００及び多
数の光源３００を含む。
【０３０５】
　ここで、第２基板２００は第１基板１００上に配置され、前記多数の光源３００は第２
基板２００上に配置される。
【０３０６】
　そして、多数の光源３００は、一列に並んで多数個の光源３００が配置される光源アレ
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イを多数個含む。
【０３０７】
　ここで、多数の光源アレイは、互いに隣接する第１，第２光源アレイ３１０，３３０を
含む。
【０３０８】
　続いて、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１は、間隔ｄ１１ほど離れて配
置され、第２光源アレイ３３０に含まれる光源３３０－１は、間隔ｄ１２ほど離れて配置
され、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１と第２光源アレイ３３０に含まれ
る光源３３０－１は間隔ｄ１３ほど離れて配置される。
【０３０９】
　ここで、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１の間の間隔ｄ１１と、第２光
源アレイ３３０に含まれる光源３３０－１の間の間隔ｄ１２は、互いに同一である。
【０３１０】
　そして、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１の間の間隔ｄ１１と、第２光
源アレイ３３０に含まれる光源３３０－１の間の間隔ｄ１２は、第１光源アレイ３１０に
含まれる光源３１０－１と第２光源アレイ３３０に含まれる光源３３０－１との間の間隔
ｄ１３に対して同一であるが、場合によっては違っていてもよい。
【０３１１】
　例えば、図２０ａのように、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１の間の間
隔ｄ１１と、第２光源アレイ３３０に含まれる光源３３０－１の間の間隔ｄ１２は互いに
同一であり、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１と第２光源アレイ３３０に
含まれる光源３３０－１との間の間隔ｄ１３は、間隔ｄ１１及び間隔ｄ１２よりさらに大
きいこともある。
【０３１２】
　この時、間隔ｄ１３と間隔ｄ１１の比率又は間隔ｄ１３と間隔ｄ１２の比率は、約１．
１：１～１０：１であるランプユニットである。
【０３１３】
　また、図２０ｂのように、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１の間の間隔
ｄ１１と、第２光源アレイ３３０に含まれる光源３３０－１の間の間隔ｄ１２は互いに同
一であり、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１と第２光源アレイ３３０に含
まれる光源３３０－１の間の間隔ｄ１３は、間隔ｄ１１及び間隔ｄ１２と同一であっても
よい。
【０３１４】
　ここで、間隔ｄ１１、ｄ１２、ｄ１３は１０ｍｍ以上であるが、例えば、４０～８０ｍ
ｍであってもよい。
【０３１５】
　このように、実施例は、光源アレイの間の間隔と光源の間の間隔を異なるように配置す
ることにより、外部の環境に応じて多様な光束及びビームパターンを提供することができ
る。
【０３１６】
　図２１ａ及び図２１ｂは、第１実施例による光源の配置を示す平面図である。
【０３１７】
　図２１ａ及び図２１ｂに示されているように、第１基板１００、第２基板２００及び多
数の光源３００を含む。
【０３１８】
　ここで、第２基板２００は第１基板１００上に配置され、前記多数の光源３００は第２
基板２００上に配置される。
【０３１９】
　そして、多数の光源３００は、一列に並んで多数個の光源３００が配置される光源アレ
イを多数個含む。
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【０３２０】
　ここで、多数の光源アレイは、互いに隣接する第１、第２光源アレイ３１０，３３０を
含む。
【０３２１】
　続いて、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１と第２光源アレイ３３０に含
まれる光源３３０－１は同じ平面上に互いに並んで配置される。
【０３２２】
　場合によって、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１と第２光源アレイ３３
０に含まれる光源３３０－１は互いに異なる平面上に互いに並んで配置されてもよい。
【０３２３】
　図２１ａのように、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１の個数と第２光源
アレイ３３０に含まれる光源３３０－１の個数が同一な場合、第１光源アレイ３１０に含
まれる光源３１０－１と第２光源アレイ３３０に含まれる光源３３０－１は同じ平面上に
互いに一対一で対応して配置される。
【０３２４】
　また、図２１ｂのように、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１の個数と第
２光源アレイ３３０に含まれる光源３３０－１の個数が異なる場合、第１光源アレイ３１
０に含まれる光源３１０－１と第２光源アレイ３３０に含まれる光源３３０－１は同じ平
面上に互いに対応して配置される。
【０３２５】
　このように、実施例は、光源を光源アレイ別に並んで配置することにより、外部の環境
に応じて多様な光束及びビームパターンを提供することができる。
【０３２６】
　図２２ａ及び図２２ｂは、第２実施例による光源の配置を示す平面図である。
【０３２７】
　図２２ａ及び図２２ｂに示されているように、第１基板１００、第２基板２００及び多
数の光源３００を含む。
【０３２８】
　ここで、第２基板２００は第１基板１００上に配置され、前記多数の光源３００は第２
基板２００上に配置される。
【０３２９】
　そして、多数の光源３００は、一列に並んで多数個の光源３００が配置される光源アレ
イを多数個含む。
【０３３０】
　ここで、多数の光源アレイは、互いに隣接する第１、第２光源アレイ３１０，３３０を
含む。
【０３３１】
　続いて、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１と第２光源アレイ３３０に含
まれる光源３３０－１は、同じ平面上に互いにくい違って配置される。
【０３３２】
　場合によって、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１と第２光源アレイ３３
０に含まれる光源３３０－１は、互いに異なる平面上に互いにくい違って配置されてもよ
い。
【０３３３】
　図２２ａのように、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１の個数と第２光源
アレイ３３０に含まれる光源３３０－１の個数が同一な場合、第１光源アレイ３１０に含
まれる光源３１０－１と第２光源アレイ３３０に含まれる光源３３０－１は同じ平面上に
互いにくい違って配置されてもよい。
【０３３４】
　また、図２２ｂのように、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１の個数と第
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２光源アレイ３３０に含まれる光源３３０－１の個数が異なる場合、第１光源アレイ３１
０に含まれる光源３１０－１と第２光源アレイ３３０に含まれる光源３３０－１は、同じ
平面上に互いにくい違って配置されてもよい。
【０３３５】
　このように、実施例は、光源を光源アレイ別にくい違って配置することにより、外部の
環境に応じて多様な光束及びビームパターンを提供することができる。
【０３３６】
　図２３ａ及び図２３ｂは、第３実施例による光源の配置を示す図面である。
【０３３７】
　図２３ａは光源アレイの配置を示す平面図であり、図２３ｂは図２３ａのＩＩＩ－ＩＩ
Ｉ線上による断面図である。
【０３３８】
　図２３ａ及び図２３ｂに示されているように、第１基板１００、第２基板２００及び多
数の光源３００を含む。
【０３３９】
　ここで、第２基板２００は第１基板１００上に配置され、前記多数の光源３００は第２
基板２００上に配置される。
【０３４０】
　そして、多数の光源３００は、一列に並んで多数個の光源３００が配置される光源アレ
イを多数個含む。
【０３４１】
　ここで、多数の光源アレイは、互いに隣接する第１，第２光源アレイ３１０，３３０を
含む。
【０３４２】
　続いて、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１は、第２基板２００の第１上
部面２１０上に配置され、第２光源アレイ３３０に含まれる光源３３０－１は、第２基板
２００の第２上部面２２０上に配置される。
【０３４３】
　この時、第２基板２００の第１上部面２１０が第２基板２００の第２上部面２２０より
さらに高い領域に位置するが、第２基板２００の第１上部面２１０と第２基板２００の第
２上部面２２０の間の側面２３０は第２基板２００の第１上部面２１０又は第２基板２０
０の第２上部面２２０に対して垂直に配置される。
【０３４４】
　すなわち、第２基板２００の側面２３０と第２基板２００の第２上部面２２０の間の角
度は直角である。
【０３４５】
　したがって、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１と第２光源アレイ３３０
に含まれる光源３３０－１は、互いに異なる平面上に配置される。
【０３４６】
　その理由は、第２基板２００の第１上部面２１０が第２基板２００の第２上部面２２０
よりさらに高い領域に位置するためである。
【０３４７】
　例えば、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１は、第２光源アレイ３３０に
含まれる光源３３０－１からさらに高い領域に配置されてもよい。
【０３４８】
　このように、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１と第２光源アレイ３３０
に含まれる光源３３０－１が互いに異なる平面上に配置される理由は、光源３００の光出
射方向を多様化して多様なビームパターンを具現するためである。
【０３４９】
　図２４ａないし図２４ｃは、図２３ｂによる光源の配置を示す断面図である。
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【０３５０】
　図２４ａないし図２４ｃに示されているように、第１光源アレイ３１０に含まれる光源
３１０－１は、第２基板２００の第１上部面上に配置され、第２光源アレイ３３０に含ま
れる光源３３０－１は、第２基板２００の第２上部面上に配置される。
【０３５１】
　ここで、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１と第２光源アレイ３３０に含
まれる光源３３０－１は、互いに異なる平面上に配置される。
【０３５２】
　その理由は、第２基板２００の第１上部面が第２基板２００の第２上部面よりさらに高
い領域に位置するためである。
【０３５３】
　したがって、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１は、第２光源アレイ３３
０に含まれる光源３３０－１からさらに高い領域に配置される。
【０３５４】
　この時、図２４ａのように、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１の上部面
３１０－１ａから延びた第１平行線Ｈ１と第２光源アレイ３３０に含まれる光源３３０－
１の上部面３３０－１ａから延びた第２平行線Ｈ２との間の間隔ｄ３１は、第１光源アレ
イ３１０に含まれる光源３１０－１の上部面３１０－１ａと下部面３１０－１ｂ又は第２
光源アレイ３３０に含まれる光源３３０－１の上部面３３０－１ａと下部面３３０－１ｂ
との間の間隔ｄ３２よりさらに小さい。
【０３５５】
　場合によって、図２４ｂのように、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１の
上部面３１０－１ａから延びた第１平行線Ｈ１と第２光源アレイ３３０に含まれる光源３
３０－１の上部面３３０－１ａから延びた第２平行線Ｈ２との間の間隔ｄ３１は、第１光
源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１の上部面３１０－１ａと下部面３１０－１ｂ又
は第２光源アレイ３３０に含まれる光源３３０－１の上部面３３０－１ａと下部面３３０
－１ｂとの間の間隔ｄ３２と同一であってもよい。
【０３５６】
　また、他の場合として、図２４ｃのように、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１
０－１の上部面３１０－１ａから延びた第１平行線Ｈ１と第２光源アレイ３３０に含まれ
る光源３３０－１の上部面３３０－１ａから延びた第２平行線Ｈ２との間の間隔ｄ３１は
、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１の上部面３１０－１ａと下部面３１０
－１ｂ又は第２光源アレイ３３０に含まれる光源３３０－１の上部面３３０－１ａと下部
面３３０－１ｂとの間の間隔ｄ３２よりさらに大きくてもよい。
【０３５７】
　このように、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１と第２光源アレイ３３０
に含まれる光源３３０－１が互いに異なる平面上に配置される理由は、光源３００の光出
射方向を多様化して多様なビームパターンを具現するためである。
【０３５８】
　図２５ａないし図２５ｄは、図２３ｂによる光源の光出射方向を示す断面図である。
【０３５９】
　図２５ａないし図２５ｄに示されているように、第１光源アレイ３１０に含まれる光源
３１０－１は、第２基板２００の第１上部面上に配置され、第２光源アレイ３３０に含ま
れる光源３３０－１は、第２基板２００の第２上部面上に配置される。
【０３６０】
　ここで、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１と第２光源アレイ３３０に含
まれる光源３３０－１は、互いに異なる平面上に配置される。
【０３６１】
　その理由は、第２基板２００の第１上部面が第２基板２００の第２上部面よりさらに高
い領域に位置するためである。
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【０３６２】
　したがって、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１は、第２光源アレイ３３
０に含まれる光源３３０－１からさらに高い領域に配置される。
【０３６３】
　この時、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１の光出射方向は、第２光源ア
レイ３３０に含まれる光源３３０－１の光出射方向と互いに同一であってもよいが、場合
によって、互いに異なっていてもよい。
【０３６４】
　図２５ａのように、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１は、光が第１方向
に出射され、第２光源アレイ３３０に含まれる光源３３０－１は光が第１方向に垂直な第
２方向に出射される。
【０３６５】
　そして、図２５ｂのように、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１は、光が
第２方向に出射され、第２光源アレイ３３０に含まれる光源３３０－１は光が第１方向に
出射される。
【０３６６】
　続いて、図２５ｃのように、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１は、光が
第２方向の反対である第３方向で出射され、第２光源アレイ３３０に含まれる光源３３０
－１は、光が第１方向に出射される。
【０３６７】
　また、図２５ｄのように、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１は、光が第
２方向の反対である第３方向に出射され、第２光源アレイ３３０に含まれる光源３３０－
１は光が第２方向に出射される。
【０３６８】
　このように、実施例は、光源３００の光出射方向を多様化することによって、多様なビ
ームパターンを具現することができる。
【０３６９】
　図２６ａ及び図２６ｂは、第４実施例による光源の配置を示す図面である。
【０３７０】
　図２６ａは、光源アレイの配置を示す平面図であり、図２６ｂは図２６ａのＩＶ－ＩＶ
線上による断面図である。
【０３７１】
　図２６ａ及び図２６ｂに示されているように、第１基板１００、第２基板２００及び多
数の光源３００を含む。
【０３７２】
　ここで、第２基板２００は第１基板１００上に配置され、前記多数の光源３００は第２
基板２００上に配置される。
【０３７３】
　そして、多数の光源３００は、一列に並んで多数個の光源３００が配置される光源アレ
イを多数個含む。
【０３７４】
　ここで、多数の光源アレイは、互いに隣接する第１，第２光源アレイ３１０，３３０を
含む。
【０３７５】
　続いて、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１は、第２基板２００の第１上
部面２１０上に配置され、第２光源アレイ３３０に含まれる光源３３０－１は、第２基板
２００の第２上部面２２０上に配置される。
【０３７６】
　この時、第２基板２００の第１上部面２１０が第２基板２００の第２上部面２２０より
さらに高い領域に位置するが、第２基板２００の第１上部面２１０と第２基板２００の第
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２上部面２２０の間の側面２３０は、第２基板２００の第１上部面２１０又は第２基板２
００の第２上部面２２０に対して一定の角度で傾斜するように配置される。
【０３７７】
　すなわち、第２基板２００の側面２３０と第２基板２００の第２上部面２２０の間の角
度は鈍角である。
【０３７８】
　したがって、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１と第２光源アレイ３３０
に含まれる光源３３０－１は、互いに異なる平面上に配置される。
【０３７９】
　その理由は、第２基板２００の第１上部面２１０が第２基板２００の第２上部面２２０
よりさらに高い領域に位置するためである。
【０３８０】
　例えば、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１は、第２光源アレイ３３０に
含まれる光源３３０－１からさらに高い領域に配置されてもよい。
【０３８１】
　このように、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１と第２光源アレイ３３０
に含まれる光源３３０－１が互いに異なる平面上に配置される理由は、光源３００の光出
射方向を多様化して多様なビームパターンを具現するためである。
【０３８２】
　図２７ａ及び図２７ｂは、第５実施例による光源の配置を示す図面である。
【０３８３】
　図２７ａは、光源アレイの配置を示す平面図であり、図２７ｂは、図２７ａのＶ－Ｖ線
上による断面図である。
【０３８４】
　図２７ａ及び図２７ｂに示されているように、第１基板１００、第２基板２００及び多
数の光源３００を含む。
【０３８５】
　ここで、第２基板２００は第１基板１００上に配置され、前記多数の光源３００は第２
基板２００上に配置される。
【０３８６】
　そして、多数の光源３００は、一列に並んで多数個の光源３００が配置される光源アレ
イを多数個含む。
【０３８７】
　ここで、多数の光源アレイは、互いに隣接する第１，第２光源アレイ３１０，３３０を
含む。
【０３８８】
　続いて、第２基板２００は、第１上部面２１０と第２上部面２２０を含み、第１上部面
２１０と第２上部面２２０との間に側面２３０を含む。
【０３８９】
　この時、第２基板２００の第１上部面２１０が第２基板２００の第２上部面２２０より
さらに高い領域に位置するが、第２基板２００の第１上部面２１０と第２基板２００の第
２上部面２２０との間の側面２３０は、第２基板２００の第１上部面２１０又は第２基板
２００の第２上部面２２０に対して一定の角度で傾斜するように配置される。
【０３９０】
　すなわち、第２基板２００の側面２３０と第２基板２００の第２上部面２２０との間の
角度は鈍角である。
【０３９１】
　例えば、第１光源アレイ３１０は第２基板２００の第１領域によって支持され、第２光
源アレイ３３０は第２基板２００の第２領域によって支持されて、第１光源アレイ３１０
と向き合う第２基板２００の第１領域の表面と第２光源アレイ３３０と向かい合う第２基



(35) JP 6266240 B2 2018.1.24

10

20

30

40

50

板２００の第２領域の表面との間の角度は約９１～１７９°である。
【０３９２】
　次に、第２光源アレイ３３０に含まれる光源３３０－１は、第２基板２００の第２上部
面２２０上に配置され、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１は、第２基板２
００の側面２３０上に配置されて、第２基板２００の第１上部面２１０上には光源が配置
されなくてもよい。
【０３９３】
　したがって、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１と第２光源アレイ３３０
に含まれる光源３３０－１は互いに異なる平面上に配置される。
【０３９４】
　例えば、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１は、第２光源アレイ３３０に
含まれる光源３３０－１からさらに高い領域に配置されてもよい。
【０３９５】
　このように、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１と第２光源アレイ３３０
に含まれる光源３３０－１が互いに異なる平面上に配置される理由は、光源３００の光出
射方向を多様化して多様なビームパターンを具現するためである。
【０３９６】
　図２８ａ及び図２８ｂは、図２７ｂによる光源の配置を示す断面図である。
【０３９７】
　図２８ａ及び図２８ｂに示されているように、第２基板２００は第１上部面２１０と第
２上部面２２０を含み、第１上部面２１０と第２上部面２２０との間に側面２３０を含む
。
【０３９８】
　この時、第２基板２００の第１上部面２１０が第２基板２００の第２上部面２２０より
さらに高い領域に位置するが、第２基板２００の第１上部面２１０と第２基板２００の第
２上部面２２０との間の側面２３０は、第２基板２００の第１上部面２１０又は第２基板
２００の第２上部面２２０に対して一定の角度で傾斜するように配置される。
【０３９９】
　すなわち、第２基板２００の側面２３０と第２基板２００の第２上部面２２０との間の
角度は鈍角である。
【０４００】
　次に、第２光源アレイ３３０に含まれる光源３３０－１は、第２基板２００の第２上部
面２２０上に配置され、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１は、第２基板２
００の側面２３０上に配置されて、第２基板２００の第１上部面２１０上には光源が配置
されなくてもよい。
【０４０１】
　ここで、図２８ａのように、第２光源アレイ３３０に含まれる光源３３０－１の上部面
３３０－１ａから延びた平行線Ｈ３は、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１
の側面３１０－１ｂと出会う。
【０４０２】
　場合によって、図２８ｂのように、第２光源アレイ３３０に含まれる光源３３０－１の
上部面３３０－１ａから延びた平行線Ｈ３は、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１
０－１の上部面３１０－１ａと出会う。
【０４０３】
　したがって、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１と第２光源アレイ３３０
に含まれる光源３３０－１は、互いに異なる平面上に配置される。
【０４０４】
　例えば、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１は、第２光源アレイ３３０に
含まれる光源３３０－１からさらに高い領域に配置されてもよい。
【０４０５】
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　このように、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１と第２光源アレイ３３０
に含まれる光源３３０－１が互いに異なる平面上に配置される理由は、光源３００の光出
射方向を多様化して多様なビームパターンを具現するためである。
【０４０６】
　図２９ａないし図２９ｃは、図２８ｂによる光源の光出射方向を示す断面図である。
【０４０７】
　図２９ａないし図２９ｃに示されているように、第２基板２００は第１上部面２１０と
第２上部面２２０を含み、第１上部面２１０と第２上部面２２０との間に側面２３０を含
む。
【０４０８】
　この時、第２基板２００の第１上部面２１０が第２基板２００の第２上部面２２０より
さらに高い領域に位置するが、第２基板２００の第１上部面２１０と第２基板２００の第
２上部面２２０との間の側面２３０は、第２基板２００の第１上部面２１０又は第２基板
２００の第２上部面２２０に対して一定の角度で傾斜するように配置される。
【０４０９】
　すなわち、第２基板２００の側面２３０と第２基板２００の第２上部面２２０との間の
角度は鈍角である。
【０４１０】
　次に、第２光源アレイ３３０に含まれる光源３３０－１は、第２基板２００の第２上部
面２２０上に配置され、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１は、第２基板２
００の側面２３０上に配置されて、第２基板２００の第１上部面２１０上には光源が配置
されなくてもよい。
【０４１１】
　ここで、図２９ａのように、第２光源アレイ３３０に含まれる光源３３０－１は、光が
第１方向に出射され、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１は、光が第１方向
に対して所定の角度を有する第３方向に出射される。
【０４１２】
　第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１の光が第３方向に出射される理由は、
第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１が傾斜した第２基板２００の側面上に配
置されるためである。
【０４１３】
　続いて、図２９ｂのように、第２光源アレイ３３０に含まれる光源３３０－１は、光が
第１方向に出射され、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１は、光が第１方向
に対して所定の角度を有する第４方向に出射される。
【０４１４】
　また、図２９ｃのように、第２光源アレイ３３０に含まれる光源３３０－１は、光が第
１方向に対して垂直な第２方向に出射され、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０
－１は、光が第４方向に出射される。
【０４１５】
　このように、実施例は、光源の光出射方向を多様化することによって、多様なビームパ
ターンを具現することができる。
【０４１６】
　図３０ａ及び図３０ｂは、第６実施例による光源の配置を示す図面である。
【０４１７】
　図３０ａは、光源アレイの配置を示す平面図であり、図３０ｂは、図３０ａのＶＩ－Ｖ
Ｉ線上による断面図である。
【０４１８】
　図３０ａ及び図３０ｂに示されているように、第１基板１００、第２基板２００及び多
数の光源３００を含む。
【０４１９】
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　ここで、第２基板２００は第１基板１００上に配置され、前記多数の光源３００は第２
基板２００上に配置される。
【０４２０】
　そして、多数の光源３００は、一列に並んで多数個の光源３００が配置される光源アレ
イを多数個含む。
【０４２１】
　ここで、多数の光源アレイは、第１，第２，第３光源アレイ３１０，３３０，３５０を
含む。
【０４２２】
　続いて、第２基板２００は第１上部面２１０と第２上部面２２０を含み、第１上部面２
１０と第２上部面２２０の間に側面２３０を含む。
【０４２３】
　この時、第２基板２００の第１上部面２１０が第２基板２００の第２上部面２２０より
さらに高い領域に位置するが、第２基板２００の第１上部面２１０と第２基板２００の第
２上部面２２０との間の側面２３０は、第２基板２００の第１上部面２１０又は第２基板
２００の第２上部面２２０に対して一定の角度で傾斜するように配置される。
【０４２４】
　すなわち、第２基板２００の側面２３０と第２基板２００の第２上部面２２０との間の
角度は鈍角である。
【０４２５】
　次に、第３光源アレイ３５０に含まれる光源３５０－１は、第２基板２００の第１上部
面２１０上に配置され、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１は、第２基板２
００の側面２３０上に配置され、第２光源アレイ３３０に含まれる光源３３０－１は、第
２基板２００の第２上部面２２０上に配置される。
【０４２６】
　したがって、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１と第２光源アレイ３３０
に含まれる光源３３０－１及び第３光源アレイ３５０に含まれる光源３５０－１は、互い
に異なる平面上に配置される。
【０４２７】
　例えば、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１は、第２光源アレイ３３０に
含まれる光源３３０－１からさらに高い領域に配置され、第３光源アレイ３５０に含まれ
る光源３５０－１は、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１及び第２光源アレ
イ３３０に含まれる光源３３０－１からさらに高い領域に配置される。
【０４２８】
　このように、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１と第２光源アレイ３３０
に含まれる光源３３０－１及び第３光源アレイ３５０に含まれる光源３５０－１が互いに
異なる平面上に配置される理由は、光源３００の光出射方向を多様化して多様なビームパ
ターンを具現するためである。
【０４２９】
　図３１ａないし図３１ｃは、実施例による光源の構造を示す図面である。
【０４３０】
　図３１ａは、光源アレイの配置を示す平面図であり、図３１ｂは、上面発光型（ｔｏｐ
 ｖｉｅｗ ｔｙｐｅ）光源の構造を示す断面図であり、図３１ｃは、側面発光型（ｓｉｄ
ｅ ｖｉｅｗ ｔｙｐｅ）光源の構造を示す断面図である。
【０４３１】
　図３１ａに示されているように、第１基板１００、第２基板２００及び多数の光源３０
０を含む。
【０４３２】
　ここで、第２基板２００は第１基板１００上に配置され、前記多数の光源３００は第２
基板２００上に配置される。
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【０４３３】
　そして、多数の光源３００は、一列に並んで多数個の光源３００が配置される光源アレ
イを多数個含む。
【０４３４】
　ここで、多数の光源アレイは、互いに隣接する第１，第２光源アレイ３１０，３３０を
含む。
【０４３５】
　続いて、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１と第２光源アレイ３３０に含
まれる光源３３０－１は、上面発光型（ｔｏｐ ｖｉｅｗ ｔｙｐｅ）発光ダイオードであ
り、場合によって、多数の光源３００は側面発光型（ｓｉｄｅ ｖｉｅｗ ｔｙｐｅ）発光
ダイオードであってもよい。
【０４３６】
　また、他の場合として、多数の光源３００は、上面発光型発光ダイオードと側面発光型
発光ダイオードが混ざり合って配置されてもよい。
【０４３７】
　例えば、第１光源アレイ３１０に含まれる光源３１０－１は、上面発光型発光ダイオー
ドであって、発光構造物の上部に配置される第１電極と発光構造物の下部に配置される第
２電極及び第２電極と発光構造物との間に配置される反射層を含む構造を有していてもよ
い。
【０４３８】
　そして、第２光源アレイ３３０に含まれる光源３３０－１は、側面発光型発光ダイオー
ドであって、発光構造物の上部に配置される第１，第２電極と、発光構造物の下部に配置
される透明基板を含む構造を有していてもよい。
【０４３９】
　図３１ｂのように、上面発光型光源は、支持基板７０と、支持基板７０上に配置された
結合層７５、反射層６０、オーミック層５０及び発光構造物２０を含む。
【０４４０】
　ここで、支持基板７０は伝導性基板であり、電気伝導性と熱伝導性が高い物質で形成さ
れてもよい。
【０４４１】
　そして、結合層７５は、バリア金属又はボンディング金属などを含み、例えば、Ｔｉ、
Ａｕ、Ｓｎ、Ｎｉ、Ｃｒ、Ｇａ、Ｉｎ、Ｂｉ、Ｃｕ、Ａｇ又はＴａの少なくとも一つを含
んでもよく、これに対して限定はしない。
【０４４２】
　続いて、反射層６０は、例えば、Ａｇ、Ｎｉ、Ａｌ、Ｒｈ、Ｐｄ、Ｉｒ、Ｒｕ、Ｍｇ、
Ｚｎ、Ｐｔ、Ａｕ、Ｈｆ及びこれらの選択的な組み合わせで構成された物質の中から形成
されたり、金属物質と透光性伝導性物質を用いて多層で形成されてもよい。
【０４４３】
　また、反射層６０は、ＩＺＯ／Ｎｉ、ＡＺＯ／Ａｇ、ＩＺＯ／Ａｇ／Ｎｉ、ＡＺＯ／Ａ
ｇ／Ｎｉなどで積層することができる。
【０４４４】
　万が一、反射層６０が発光構造物とオーミック接触する物質で形成される場合、オーミ
ック層５０は別途に形成しなくてもよく、これに対して限定はしない。
【０４４５】
　このように、反射層６０は、発光構造物の活性層２４から発生した光を効果的に反射し
て光源の光抽出効率を大きく改善することができる。
【０４４６】
　次に、オーミック層５０は透光性伝導層と金属が選択的に使用されるが、例えば、ＩＴ
Ｏ（ｉｎｄｉｕｍ ｔｉｎ ｏｘｉｄｅ）、ＩＺＯ（ｉｎｄｉｕｍ ｚｉｎｃ ｏｘｉｄｅ）
、ＩＺＴＯ（ｉｎｄｉｕｍ ｚｉｎｃ ｔｉｎ ｏｘｉｄｅ）、ＩＡＺＯ（ｉｎｄｉｕｍ ａ
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ｌｕｍｉｎｕｍ ｚｉｎｃ ｏｘｉｄｅ）、ＩＧＺＯ（ｉｎｄｉｕｍ ｇａｌｌｉｕｍ ｚｉ
ｎｃ ｏｘｉｄｅ）、ＩＧＴＯ（ｉｎｄｉｕｍ ｇａｌｌｉｕｍ ｔｉｎ ｏｘｉｄｅ），Ａ
ＺＯ（ａｌｕｍｉｎｕｍ ｚｉｎｃ ｏｘｉｄｅ），ＡＴＯ（ａｎｔｉｍｏｎｙ ｔｉｎ ｏ
ｘｉｄｅ），ＧＺＯ（ｇａｌｌｉｕｍ ｚｉｎｃ ｏｘｉｄｅ），ＩＺＯＮ（ＩＺＯ Ｎｉ
ｔｒｉｄｅ）、ＡＧＺＯ（Ａｌ－Ｇａ ＺｎＯ）、ＩＧＺＯ（Ｉｎ－Ｇａ ＺｎＯ）、Ｚｎ
Ｏ、ＩｒＯｘ、ＲｕＯｘ、ＮｉＯ、ＲｕＯｘ／ＩＴＯ、Ｎｉ／ＩｒＯｘ／Ａｕ、又はＮｉ
／ＩｒＯｘ／Ａｕ／ＩＴＯ、Ａｇ、Ｎｉ、Ｃｒ、Ｔｉ、Ａｌ、Ｒｈ、Ｐｄ、Ｉｒ、Ｓｎ、
Ｉｎ、Ｒｕ、Ｍｇ、Ｚｎ、Ｐｔ、Ａｕ、Ｈｆの少なくとも一つを含んで形成されてもよく
、このような材料に限定されはしない。
【０４４７】
　そして、発光構造物２０は、第１導電型半導体層２２、活性層２４、第２導電型半導体
層２６を含む。
【０４４８】
　ここで、第１導電型半導体層２２は半導体化合物で形成され、例えばＩＩＩ－Ｖ族又は
ＩＩ－ＶＩ族などの化合物半導体で形成される。
【０４４９】
　また、第１導電型半導体層２２がｎ型半導体層である場合、第１導電型ドーパントはｎ
型ドーパントであって、Ｓｉ、Ｇｅ、Ｓｎ、Ｓｅ、Ｔｅが含まれるが、これに限定されな
い。
【０４５０】
　続いて、活性層２４は、第１導電型半導体層２２を介して注入される電子と第２導電型
半導体層２６を介して注入される正孔が互いに出会って、光を放出する層である。
【０４５１】
　ここで、活性層２４は、単一井戸構造、多重井戸構造、量子線（Ｑｕａｎｔｕｍ－Ｗｉ
ｒｅ）構造、又は量子点（Ｑｕａｎｔｕｍ Ｄｏｔ）構造の少なくとも何れか一つで形成
される。
【０４５２】
　例えば、活性層２４は、トリメチルガリウムガス（ＴＭＧａ）、アンモニアガス（ＮＨ

３）、質素ガス（Ｎ２）、及びトリメチルインジウムガス（ＴＭＩｎ）が注入されて多重
量子井戸構造が形成されるが、これに限定される訳ではない。
【０４５３】
　また、活性層２４の井戸層／障壁層は、ＩｎＧｎＮ／ＧａＮ、ＩｎＧａＮ／ＩｎＧａＮ
、ＧａＮ／ＡｌＧａＮ、ＩｎＡｌＧａＮ／ＧａＮ、ＧａＡｓ（ＩｎＧａＡｓ）／ＡｌＧａ
Ａｓ、ＧａＰ（ＩｎＧａＰ）／ＡｌＧａＰの何れか一つ以上のペア構造で形成されるが、
これに限定されない。
【０４５４】
　次に、活性層２４の上又は／及び下には、導電型クラッド層（図示せず）が形成される
が、導電型クラッド層は活性層２４の障壁層のバンドギャップよりさらに広いバンドギャ
ップを有する半導体で形成される。
【０４５５】
　例えば、導電型クラッド層は、ＧａＮ、ＡｌＧａＮ、ＩｎＡｌＧａＮ又は超格子構造が
含まれ、導電型クラッド層はｎ型又はｐ型でドーピングされる。
【０４５６】
　そして、第２導電型半導体層２６は半導体化合物で形成され、例えば、第２導電型ドー
パントがドーピングされたＩＩＩ－Ｖ族化合物半導体で形成される。
【０４５７】
　ここで、第２導電型半導体層２６は、例えば、ＩｎｘＡｌｙＧａ１－ｘ－ｙＮ（０≦ｘ
≦１、０≦ｙ≦１、０≦ｘ＋ｙ≦１）の造成式を有する半導体物質を含む。
【０４５８】
　また、第２導電型半導体層２６がｐ型半導体層である場合、第２導電型ドーパントはｐ
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型ドーパントであって、Ｍｇ、Ｚｎ、Ｃａ、Ｓｒ、Ｂａなどが含まれるが、これに限定さ
れない。
【０４５９】
　ここで、第１導電型半導体層２２がｐ型半導体層を含み、第２導電型半導体層２６がｎ
型半導体層を含んでいてもよい。
【０４６０】
　また、第１導電型半導体層２２上にはｎ型又はｐ型半導体層を含む第３導電型半導体層
（図示せず）が形成されてもよいが、これに伴い実施例による光源はｎ－ｐ、ｐ－ｎ、ｎ
－ｐ－ｎ、ｐ－ｎ－ｐ接合構造の少なくとも何れか一つを含んでいてもよい。
【０４６１】
　次に、第１導電型半導体層２２の表面には、凹凸パターンが形成されていてもよい。
【０４６２】
　ここで、凹凸パターンは活性層２４から発生した光の外部抽出効率を増加させるための
ものであって、規則的な周期を有したり不規則的な周期を有してもよい。
【０４６３】
　また、発光構造物２０の側面及び第１導電型半導体層２２の少なくとも一部には、パッ
シベーション層８０が形成されてもよい。
【０４６４】
　ここで、パッシベーション層８０は絶縁物質からなり、絶縁物質は非伝導性である酸化
物や窒化物からなり、発光構造物２０を保護することができる。
【０４６５】
　一例として、パッシベーション層８０は、シリコン酸化物（ＳｉＯ２）層、酸化窒化物
層、酸化アルミニウム層からなる。
【０４６６】
　一方、図３１ｃのように、側面発光型（ｓｉｄｅ ｖｉｅｗ ｔｙｐｅ）光源は、基板１
０上に第１導電型半導体層２２と活性層２４及び第２導電型半導体層２６を含む発光構造
物２０が配置される。
【０４６７】
　発光構造物２０は、例えば、有機金属化学蒸着法（ＭＯＣＶＤ；Ｍｅｔａｌ Ｏｒｇａ
ｎｉｃ Ｃｈｅｍｉｃａｌ Ｖａｐｏｒ Ｄｅｐｏｓｉｔｉｏｎ）、化学蒸着法（ＣＶＤ；
Ｃｈｅｍｉｃａｌ Ｖａｐｏｒ Ｄｅｐｏｓｉｔｉｏｎ）、プラズマ化学蒸着法（ＰＥＣＶ
Ｄ；Ｐｌａｓｍａ－Ｅｎｈａｎｃｅｄ Ｃｈｅｍｉｃａｌ Ｖａｐｏｒ Ｄｅｐｏｓｉｔｉ
ｏｎ）、分子線成長法（ＭＢＥ；Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ Ｂｅａｍ Ｅｐｉｔａｘｙ）、水素
化物気相成長法（ＨＶＰＥ；Ｈｙｄｒｉｄｅ Ｖａｐｏｒ Ｐｈａｓｅ Ｅｐｉｔａｘｙ）
等の方法を用いて形成されるが、これに限定はしない。
【０４６８】
　そして、基板１０は、半導体物質成長に適合した材料、又はキャリアウェハで形成され
る。
【０４６９】
　また、基板１０は熱伝導性に優れた物質で形成され、伝導性基板又は絶縁性基板であっ
てもよい。
【０４７０】
　続いて、発光構造物２０と基板１０の間にはバッファー層（図示せず）を成長させるこ
とができるが、材料の格子不整合及び熱膨張係数の差を緩和するためのものである。
【０４７１】
　バッファー層の材料は、ＩＩＩ－Ｖ族化合物半導体、例えば、ＧａＮ、ＩｎＮ、ＡｌＮ
、ＩｎＧａＮ、ＡｌＧａＮ、ＩｎＡｌＧａＮ、ＡｌＩｎＮの少なくとも一つで形成される
。
【０４７２】
　バッファー層上にはアンドープ（ｕｎｄｏｐｅｄ）の半導体層が形成されるが、これに
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限定はしない。
【０４７３】
　そして、発光構造物２０の第１導電型半導体層２２の一部はメサエッチングされ、メサ
エッチングによって形成された開口面上には第１電極３０が配置され、第２導電型半導体
層２６上には第２電極４０が配置されてもよい。
【０４７４】
　ここで、第１電極３０と第２電極４０は、それぞれアルミニウム（Ａｌ）、チタニウム
（Ｔｉ）、クロム（Ｃｒ）、ニッケル（Ｎｉ）、銅（Ｃｕ）、金（Ａｕ）の少なくとも一
つを含んで単層又は多層構造で形成される。
【０４７５】
　このように、発光構造が異なる光源を、第１光源アレイ３１０と第２光源アレイ３３０
に多様に配置することにより、多様なビームパターンを具現することができる。
【０４７６】
　図３２ａ及び図３２ｂは、実施例による光源アレイの光のカラー配置を示す平面図であ
る。
【０４７７】
　図３２ａ及び図３２ｂに示されているように、実施例は、第１基板１００、第２基板２
００及び多数の光源３００を含む。
【０４７８】
　ここで、第２基板２００は第１基板１００上に配置され、前記多数の光源３００は第２
基板２００上に配置される。
【０４７９】
　そして、多数の光源３００は、一列に並んで多数個の光源３００が配置される光源アレ
イを多数個含む。
【０４８０】
　一例として、図３２ａの実施例は、奇数個の光源アレイが配置されたものであって、第
２基板２００上に第１，第２，第３光源アレイ３１０，３３０，３５０が３列に並んで配
置される。
【０４８１】
　ここで、第１光源アレイ３１０に含まれる光源は第１カラーの光を出射し、第２光源ア
レイ３３０に含まれる光源は第２カラーの光を出射し、第３光源アレイ３５０に含まれる
光源は第３カラーの光を出射することができる。
【０４８２】
一例として、第１光源アレイ３１０に含まれる光源はレッドカラーの光を出射し、第２光
源アレイ３３０に含まれる光源はホワイトカラーの光を出射し、第３光源アレイ３５０に
含まれる光源はイエローカラーの光を出射することができる。
【０４８３】
　そして、図３２ｂの実施例は、奇数個の光源アレイが配置されたものであって、第２基
板２００上に第１，第２，第３光源アレイ３１０，３３０，３５０が３列に並んで配置さ
れる。
【０４８４】
　ここで、第１光源アレイ３１０に含まれる光源は多数のカラーの光を出射し、第２光源
アレイ３３０に含まれる光源は多数のカラーの光を出射し、第３光源アレイ３５０に含ま
れる光源は多数のカラーの光を出射することができる。
【０４８５】
　この時、第１光源アレイ３１０に含まれる光源のうち、互いに隣接する光源はそれぞれ
異なるカラーの光を出射し、第２光源アレイ３３０に含まれる光源のうち、互いに隣接す
る光源もそれぞれ異なるカラーの光を出射することができる。
【０４８６】
　場合によって、第１光源アレイ３１０に含まれる光源は、互いに隣接する第２光源アレ
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イ３３０に含まれる光源と同一のカラーの光を出射することもできる。
【０４８７】
　また、他の場合として、第１光源アレイ３１０に含まれる光源は、互いに隣接する第２
光源アレイ３３０に含まれる光源と異なるカラーの光を出射することもできる。
【０４８８】
　このように、光源アレイに含まれる光源は、互いに同一のカラーの光を発生することが
できるが、場合によって、光源アレイに含まれる光源のうち少なくとも何れか一つは、異
なるカラーの光を発生することもできる。
【０４８９】
　したがって、実施例は、多様なカラーの光を発生する光源を光源アレイに多様に配置す
ることにより、多様なカラーを有するビームパターンを具現することができる。
【０４９０】
　図３３ａないし３３ｃは、光源アレイに含まれる光源の光束を示す断面図である。より
具体的に、図１１ａのＩ－Ｉ線上による断面図である。
【０４９１】
　図１１ａ及び図３３ａないし３３ｃに示されているように、実施例は、第１基板１００
、第２基板２００及び多数の光源３００を含む。
【０４９２】
　ここで、第２基板２００は第１基板１００上に配置され、前記多数の光源３００は第２
基板２００上に配置される。
【０４９３】
　そして、多数の光源３００は、一列に並んで多数個の光源３００が配置される光源アレ
イを多数個含む。
【０４９４】
　ここで、光源アレイは、互いに隣接する第１光源アレイ３１０と第２光源アレイ３３０
を含む。
【０４９５】
　続いて、光源アレイに含まれる光源は、第２基板２００の中央領域である第１領域と、
第２基板２００の端領域である第２領域と、第２基板２００の中央領域と端領域との間に
配置される第３領域にそれぞれ配置される。
【０４９６】
　一例として、図３３ａのように、第２光源アレイ３３０に含まれる多数の光源のうち、
第２基板２００の第１領域に位置する光源３３０－１の光束が最も大きく、第２基板２０
０の第２領域に位置する光源３３０－２の光束が最も小さい。
【０４９７】
　また、第２基板２００の第３領域に位置する光源３３０－３の光束は、第２基板２００
の第１領域に位置する光源３３０－１の光束よりさらに小さく、第２基板２００の第２領
域に位置する光源３３０－２の光束よりさらに大きい。
【０４９８】
　続いて、図３３ｂのように、第２光源アレイ３３０に含まれる多数の光源のうち、第２
基板２００の第１領域に位置する光源３３０－１の光束が最も小さく、第２基板２００の
第２領域に位置する光源３３０－２の光束が最も大きくてもよい。
【０４９９】
　また、第２基板２００の第３領域に位置する光源３３０－３の光束は、第２基板２００
の第１領域に位置する光源３３０－１の光束よりさらに大きく、第２基板２００の第２領
域に位置する光源３３０－２の光束よりさらに小さくてもよい。
【０５００】
　次に、図３３ｃのように、第２光源アレイ３３０に含まれる多数の光源のうち、第２基
板２００の第３領域に位置する光源３３０－３の光束は、第２基板２００の第２領域に位
置する光源３３０－２の光束よりさらに大きくてもよい。
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【０５０１】
　また、第２基板２００の第３領域に位置する光源３３０－３の光束は、第２基板２００
の第１領域に位置する光源３３０－１の光束よりさらに大きくてもよい。
【０５０２】
　場合によって、第２基板２００の第１領域に位置する光源３３０－１の光束と、第２基
板２００の第２領域に位置する光源３３０－２の光束は互いに同一であってもよい。
【０５０３】
　このように、光源アレイに含まれる光源３００のうち、光源アレイの中央領域に配置さ
れる光源３００の光束と、光源アレイの端領域に配置される光源３００の光束が互いに同
一であってもよいが、場合によって、互いに異なっていてもよい。
【０５０４】
　例えば、光源アレイの中央領域に配置される光源３００の光束は、光源アレイの端領域
に配置される光源３００の光束よりさらに大きくてもよい。
【０５０５】
　その理由は、外部に出射されるビームパターンのうち、中央領域の輝度を高めるためで
ある。
【０５０６】
　したがって、実施例は、光束が異なる光源を光源アレイに多様に配置することにより、
多様なビームパターンを具現することができる。
【０５０７】
　図３４ａ及び図３４ｂは、光源アレイに含まれる光源の間隔を示す断面図である。図１
１ａのＩ－Ｉ線上による断面図である。
【０５０８】
　図１１ａ、図３４ａ及び図３４ｂに示されているように、実施例は、第１基板１００、
第２基板２００及び多数の光源３００を含む。
【０５０９】
　ここで、第２基板２００は第１基板１００上に配置され、前記多数の光源３００は第２
基板２００上に配置される。
【０５１０】
　そして、多数の光源３００は、一列に並んで多数個の光源３００が配置される光源アレ
イを多数個含む。
【０５１１】
　ここで、光源アレイは、互いに隣接する第１光源アレイ３１０と第２光源アレイ３３０
を含む。
【０５１２】
　また、光源アレイに含まれる光源３００の間の間隔は、互いに同一であってもよいが、
場合によって、互いに異なっていてもよい。
【０５１３】
　例えば、光源アレイに含まれる光源３００の間の間隔は、光源アレイの中央領域から端
領域に行くほど、徐々に大きくなる。
【０５１４】
　その理由は、外部に出射されるビームパターンのうち、中央領域の輝度を高めるためで
ある。
【０５１５】
　一例として、図３４ａのように、第２光源アレイ３３０に含まれる多数の光源のうち、
第２基板２００の中央領域に位置する光源３３０－１とそれに隣接する光源３３０－３と
の間の間隔ｄ５１は、第２基板２００の端領域に位置する光源３３０－２とそれに隣接す
る光源３３０－３との間の間隔ｄ５２よりさらに小さくてもよい。
【０５１６】
　続いて、図３４ｂのように、第２光源アレイ３３０に含まれる多数の光源のうち、第２
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基板２００の中央領域に位置する光源３３０－１とそれに隣接する光源３３０－３との間
の間隔ｄ５１は、第２基板２００の端領域に位置する光源３３０－２とそれに隣接する光
源３３０－３との間の間隔ｄ５２よりさらに大きくてもよい。
【０５１７】
　このように、実施例は、光源間の間隔が異なる光源アレイを多様に配置することにより
、多様なビームパターンを具現することができる。
【０５１８】
　図３５ａ及び図３５ｂは、第１実施例による光源アレイに含まれる光源の配置を示す断
面図である。図１１ａのＩ－Ｉ線上による断面図である。
【０５１９】
　図１１ａ、図３５ａ及び図３５ｂに示されているように、実施例は、第１基板１００、
第２基板２００及び多数の光源３００を含む。
【０５２０】
　ここで、第２基板２００は第１基板１００上に配置され、前記多数の光源３００は第２
基板２００上に配置される。
【０５２１】
　そして、多数の光源３００は、一列に並んで多数個の光源３００が配置される光源アレ
イを多数個含む。
【０５２２】
　ここで、光源アレイは、互いに隣接する第１光源アレイ３１０と第２光源アレイ３３０
を含む。
【０５２３】
　続いて、光源アレイに含まれる光源３００は、互いに同一の平面上に配置されてもよい
が、場合によって、光源アレイに含まれる光源３００の少なくとも何れか一つは、互いに
異なる平面上に配置されてもよい。
【０５２４】
　そして、光源アレイに含まれる光源３００は、第２基板２００の中央領域である第１領
域２６０と、第２基板２００の端領域である第２領域２５０にそれぞれ配置される。
【０５２５】
　一例として、図３５ａのように、第２光源アレイ３３０に含まれる多数の光源のうち、
第２基板２００の第１領域２６０に位置する光源３３０－１，３３０－３は、第２基板２
００の第２領域２５０に位置する光源３３０－２よりさらに低い領域に配置されてもよい
。
【０５２６】
　すなわち、第２基板２００の第２領域２５０は、第２基板２００の第１領域２６０から
一定の高さほど突出した構造を有する。
【０５２７】
　続いて、図３５ｂのように、第２光源アレイ３３０に含まれる多数の光源のうち、第２
基板２００の第１領域２６０に位置する光源３３０－１，３３０－３は、第２基板２００
の第２領域２５０に位置する光源３３０－２よりさらに高い領域に配置されてもよい。
【０５２８】
　すなわち、第２基板２００の第１領域２６０は、第２基板２００の第２領域２５０から
一定の高さほど突出した構造を有する。
【０５２９】
　このように、光源アレイに含まれる光源が互いに異なる平面上に配置されることにより
、多様なビームパターンを具現することができる。
【０５３０】
　図３６ａないし３６ｃは、第２実施例による光源アレイに含まれる光源の配置を示す断
面図である。図１１ａのＩ－Ｉ線上による断面図である。
【０５３１】
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　図１１ａ、図３６ａ及び図３６ｂに示されているように、実施例は、第１基板１００、
第２基板２００及び多数の光源３００を含む。
【０５３２】
　ここで、第２基板２００は第１基板１００上に配置され、前記多数の光源３００は第２
基板２００上に配置される。
【０５３３】
　そして、多数の光源３００は、一列に並んで多数個の光源３００が配置される光源アレ
イを多数個含む。
【０５３４】
　ここで、光源アレイは、互いに隣接する第１光源アレイ３１０と第２光源アレイ３３０
を含む。
【０５３５】
　続いて、光源アレイに含まれる光源３００は、互いに同一の平面上に配置されてもよい
が、場合によって、光源アレイに含まれる光源３００の少なくとも何れか一つは、互いに
異なる平面上に配置されてもよい。
【０５３６】
　そして、光源アレイに含まれる光源３００は、第２基板２００の中央領域である第１領
域２６０と、第２基板２００の端領域である第２領域２５０と、第２基板２００の中央領
域と端領域との間に配置される第３領域２７０にそれぞれ配置される。
【０５３７】
　ここで、第２基板２００の第３領域２７０は、第２基板２００の第２領域２５０に対し
て一定の角度に傾斜した傾斜面である。
【０５３８】
　すなわち、第２基板２００の第３領域２７０と第２基板２００の第２領域２５０との間
の角度は鈍角である。
【０５３９】
　一例として、図３６ａのように、第２光源アレイ３３０に含まれる多数の光源のうち、
第２基板２００の第１領域２６０に位置する光源３３０－１は、第２基板２００の第２領
域２５０に位置する光源３３０－２及び第２基板２００の第３領域２７０に位置する光源
３３０－３よりさらに高く配置される。
【０５４０】
　そして、第２基板２００の第２領域２５０に位置する光源３３０－２は、第２基板２０
０の第３領域２７０に位置する光源３３０－３よりさらに低く配置される。
【０５４１】
　続いて、光源アレイに含まれる光源３００は光出射方向が互いに同一であってもよいが
、場合によって、光源アレイに含まれる光源３００の少なくとも何れか一つは、光出射方
向が異なっていてもよい。
【０５４２】
　一例として、図３６ｂのように、第２光源アレイ３３０に含まれる多数の光源のうち、
第２基板２００の第１領域２６０に位置する光源３３０－１の光出射方向は、第２基板２
００の第２領域２５０に位置する光源３３０－２の光出射方向と同一であるが、第２基板
２００の第３領域２７０に位置する光源３３０－３の光出射方向とは異なっていてもよい
。
【０５４３】
　そして、光源アレイに含まれる光源３００は光束が互いに同一であってもよいが、場合
によって、光源アレイに含まれる光源３００の少なくとも何れか一つは、光束が異なって
いてもよい。
【０５４４】
　一例として、図３６ｃのように、第２光源アレイ３３０に含まれる多数の光源のうち、
第２基板２００の第１領域２６０に位置する光源３３０－１の光束は、第２基板２００の
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第２領域２５０に位置する光源３３０－２の光束と同一であるが、第２基板２００の第３
領域２７０に位置する光源３３０－３の光束よりさらに小さくてもよい。
【０５４５】
　このように、光源アレイに含まれる光源が互いに異なる平面上に配置されることにより
、多様なビームパターンを具現することができる。
【０５４６】
　図３７ａないし３７ｅは、実施例によるランプユニットの基板構造を示す断面図である
。
【０５４７】
　図３７ａないし３７ｅに示されているように、実施例は、第１基板１００、第２基板２
００及び多数の光源３００を含む。
【０５４８】
　ここで、第２基板２００は第１基板１００上に配置され、前記多数の光源３００は第２
基板２００上に配置される。
【０５４９】
　図３７ａのように、第２基板２００の面積は第１基板１００の面積よりさらに小さくて
もよい。
【０５５０】
　ここで、第１基板１００は、第１熱伝導率を有する金属基板であり、第２基板２００は
第２熱伝導率を有する絶縁基板である。
【０５５１】
　この時、第１基板１００の第１熱伝導率は、第２基板２００の第２熱伝導率よりさらに
大きい。
【０５５２】
　その理由は、第２基板２００上に配置される光源３００から発生する熱を速かに外部に
放出するためである。
【０５５３】
　例えば、第１基板１００は、熱伝導性が高い放熱プレートであって、銅（Ｃｕ）、アル
ミニウム（Ａｌ）、銀（Ａｇ）、金（Ａｕ）から選ばれた何れか一つの物質又はそれらの
合金で形成される。
【０５５４】
　そして、第２基板２００は、熱伝導率が高い窒化物、例えば、ＡｌＮで形成される。
【０５５５】
　次に、図３７ｂのように、第２基板２００の面積と第１基板１００の面積は、互いに同
一であってもよい。
【０５５６】
　すなわち、第１基板１００と第２基板２００は、順次積層された積層構造（ｌａｍｉｎ
ａｔｉｎｇ ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ）からなる。
【０５５７】
　この時、第１基板１００は、Ａｌ、Ｃｕ、Ａｕの少なくとも何れか一つを含み、第２基
板２００は、陽極酸化層（ａｎｏｄｉｚｅｄ ｌａｙｅｒ）を含む。
【０５５８】
　また、図３７ｃのように、第１基板１００は所定領域にキャビティー（ｃａｖｉｔｙ）
１０２を含み、第２基板２００は第１基板１００のキャビティー１０２内に配置されても
よい。
【０５５９】
　この時、第１基板１００は、Ａｌ、Ｃｕ、Ａｕの少なくとも何れか一つを含み、第２基
板２００はＡｌＮを含む。
【０５６０】
　そして、図３７ｄのように、第２基板２００は所定領域にキャビティー２０２を含み、
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第１基板１００上に配置される。
【０５６１】
　ここで、多数の光源３００は、第２基板２００のキャビティー２０２内に配置される。
【０５６２】
　この時、第１基板１００は、Ａｌ、Ｃｕ、Ａｕの少なくとも何れか一つを含み、第２基
板２００はＡｌＮを含む。
【０５６３】
　続いて、図３７ｅのように、第１基板１００と第２基板２００は互いに同じ物質からな
ってもよいが、この時、第１基板１００と第２基板２００は、ＡｌＮ、Ａｌ、Ｃｕ、Ａｕ
の少なくとも何れか一つを含む。
【０５６４】
　このように、実施例は、第１基板１００と第２基板２００が多様な形態で形成される。
【０５６５】
　図３８ａないし３８ｃは、第２基板の上部表面を示す断面図である。
【０５６６】
　図３８ａないし３８ｃに示されているように、実施例は、第１基板１００、第２基板２
００及び多数の光源３００を含む。
【０５６７】
　ここで、第２基板２００は第１基板１００上に配置され、前記多数の光源３００は第２
基板２００上に配置される。
【０５６８】
　そして、第２基板２００の面積は、第１基板１００の面積よりさらに小さくてもよい。
【０５６９】
　ここで、第１基板１００は、第１熱伝導率を有する金属基板であり、第２基板２００は
、第２熱伝導率を有する絶縁基板である。
【０５７０】
　この時、第１基板１００の第１熱伝導率は、第２基板２００の第２熱伝導率よりさらに
大きい。
【０５７１】
　その理由は、第２基板２００上に配置される光源３００から発生する熱を速かに外部に
放出するためである。
【０５７２】
　例えば、第１基板１００は、熱伝導性が高い放熱プレートであって、銅（Ｃｕ）、アル
ミニウム（Ａｌ）、銀（Ａｇ）、金（Ａｕ）から選ばれた何れか一つの物質又はそれらの
合金で形成される。
【０５７３】
　そして、第２基板２００は、熱伝導率が高い窒化物、例えば、ＡｌＮで形成される。
【０５７４】
　続いて、第２基板２００は、図３８ａのように、光源３００が配置される上部表面２０
６が凹の曲面からなっていてもよい。
【０５７５】
　場合によって、第２基板２００は、図３８ｂのように、光源３００が配置される上部表
面２０６が凸の曲面からなっていてもよく、また、他の場合として、第２基板２００は、
図３８ｃのように、光源３００が配置される上部表面２０６が偏平な平面からなっていて
もよい。
【０５７６】
　このように、多様な表面形状を有する第２基板２００上に光源を配置することにより、
多様なビームパターンを具現することができる。
【０５７７】
　図３９ａないし３９ｃは、第２基板の側面を示す断面図である。
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【０５７８】
　図３９ａないし３９ｃに示されているように、実施例は、第１基板１００、第２基板２
００及び多数の光源３００を含む。
【０５７９】
　ここで、第２基板２００は第１基板１００上に配置され、前記多数の光源３００は第２
基板２００上に配置される。
【０５８０】
　続いて、図３９ａのように、第２基板２００の側面２０５と第１基板１００の上部面１
０２は、直角である。
【０５８１】
　場合によって、図３９ｂのように、第２基板２００の側面２０５と第１基板１００の上
部面１０２は、鈍角であってもよく、図３９ｃのように、第２基板２００の側面２０５と
第１基板１００の上部面１０２は、鋭角であってもよい。
【０５８２】
　このように、実施例は、第１基板１００と第２基板２００が多様な形態で形成される。
【０５８３】
　図４０ａないし４０ｃは、第１実施例による第２基板の突起を示す断面図である。
【０５８４】
　図４０ａないし４０ｃに示されているように、実施例は、第１基板１００、第２基板２
００及び多数の光源３００を含む。
【０５８５】
　ここで、第２基板２００は第１基板１００上に配置され、前記多数の光源３００は第２
基板２００上に配置される。
【０５８６】
　そして、第２基板２００の面積は、第１基板１００の面積よりさらに小さくてもよい。
【０５８７】
　ここで、第１基板１００は、第１熱伝導率を有する金属基板であり、第２基板２００は
、第２熱伝導率を有する絶縁基板である。
【０５８８】
　この時、第１基板１００の第１熱伝導率は、第２基板２００の第２熱伝導率よりさらに
大きい。
【０５８９】
　その理由は、第２基板２００上に配置される光源３００から発生する熱を速かに外部に
放出するためである。
【０５９０】
　例えば、第１基板１００は、熱伝導性が高い放熱プレートであって、銅（Ｃｕ）、アル
ミニウム（Ａｌ）、銀（Ａｇ）、金（Ａｕ）から選ばれた何れか一つの物質又はそれらの
合金で形成される。
【０５９１】
　そして、第２基板２００は、熱伝導率が高い窒化物、例えば、ＡｌＮで形成される。
【０５９２】
　続いて、第２基板２００は、第２基板２００の表面から所定の高さで突出した少なくと
も一つの突起（ｐｒｏｊｅｃｔｉｏｎ）を含む。
【０５９３】
　ここで、第２基板２００の表面と突起の側面との間の角度は直角である。
【０５９４】
　一例として、図４０ａのように、第２基板２００は、第２基板２００の中央領域から所
定の高さで突出した第１突起２５５及び第２突起２５７を含んでもよい。
【０５９５】
　ここで、第２突起２５７は、第１突起２５５の中央領域から所定の高さで突出する。
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【０５９６】
　そして、光源３００は、第２基板２００、第１突起２５５、及び第２突起２５７の少な
くとも何れか一ヶ所に配置される。
【０５９７】
　続いて、図４０ｂのように、第２基板２００は、第２基板２００の端領域から所定の高
さで突出した第１突起２５５を含んでもよい。
【０５９８】
　そして、光源３００は、第２基板２００及び第１突起２５５の少なくとも何れか一ヶ所
に配置される。
【０５９９】
　次に、図４０ｃのように、第２基板２００は、第２基板２００の中央領域から所定高さ
で突出した第１突起２５５を含んでいてもよい。
【０６００】
　そして、光源３００は、第２基板２００及び第１突起２５５の少なくとも何れか一ヶ所
に配置される。
【０６０１】
　このように、突起を有する第２基板２００上に光源を配置することにより、多様なビー
ムパターンを具現することができる。
【０６０２】
　図４１ａ及び図４１ｂは、第２実施例による第２基板の突起を示す断面図である。
【０６０３】
　図４１ａ及び図４１ｂに示されているように、実施例は、第１基板１００、第２基板２
００及び多数の光源３００を含む。
【０６０４】
　ここで、第２基板２００は第１基板１００上に配置され、前記多数の光源３００は第２
基板２００上に配置される。
【０６０５】
　そして、第２基板２００は、第２基板２００の表面２０６から所定の高さで突出した少
なくとも一つの第１突起２５５を含む。
【０６０６】
　ここで、第２基板２００の上部表面２０６と第１突起２５５の側面２０５－１の間の角
度は直角又は鈍角である。
【０６０７】
　一例として、図４１ａのように、第２基板２００は、第２基板２００の中央領域から所
定の高さで突出した第１突起２５５を含む。
【０６０８】
　ここで、第２基板２００の上部表面２０６と第１突起２５５の側面２０５－１の間の角
度は直角である。
【０６０９】
　そして、光源３００は、第２基板２００及び第１突起２５５の少なくとも何れか一ヶ所
に配置される。
【０６１０】
　続いて、図４１ｂのように、第２基板２００は、第２基板２００の中央領域から所定高
さで突出した第１突起２５５を含む。
【０６１１】
　ここで、第２基板２００の上部表面２０６と第１突起２５５の側面２０５－１の間の角
度は鈍角である。
【０６１２】
　そして、光源３００は、第２基板２００及び第１突起２５５の少なくとも何れか一ヶ所
に配置される。
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【０６１３】
　図４２は、第３実施例による第２基板の突起を示す断面図である。
【０６１４】
　図４２に示されているように、実施例は、第１基板１００、第２基板２００及び多数の
光源３００を含む。
【０６１５】
　ここで、第２基板２００は第１基板１００上に配置され、前記多数の光源３００は第２
基板２００上に配置される。
【０６１６】
　そして、第２基板２００は、第２基板２００の表面２０６から所定の高さで突出した少
なくとも一つの第１突起２５５を含む。
【０６１７】
　ここで、第２基板２００の上部表面２０６と第１突起２５５の側面２０５－１の間の角
度は鈍角である。
【０６１８】
　続いて、光源３００は、第２基板２００、第１突起２５５の上部面及び側面２０５－１
の少なくとも何れか一ヶ所に配置される。
【０６１９】
　このように、突起を有する第２基板２００上に光源を配置することにより、多様なビー
ムパターンを具現することができる。
【０６２０】
　図４３ａ及び図４３ｂは、実施例によるランプユニットのバリアを示す図面である。
【０６２１】
　図４３ａは平面図であり、図４３ｂは図４３ａのＶＩＩ－ＶＩＩ線上による断面図であ
る。
【０６２２】
　図４３ａ及び図４３ｂに示されているように、実施例は、第１基板１００、第２基板２
００及び多数の光源３００を含む。
【０６２３】
　ここで、第２基板２００は第１基板１００上に配置され、前記多数の光源３００は第２
基板２００上に配置される。
【０６２４】
　そして、多数の光源３００は、一列に並んで多数個の光源３００が配置される光源アレ
イを多数個含む。
【０６２５】
　ここで、多数の光源アレイは、互いに隣接する第１，第２光源アレイ３１０，３３０を
含む。
【０６２６】
　続いて、バリア（ｂａｒｒｉｅｒ）５００は、多数の光源３００の周辺部に配置される
。
【０６２７】
　ここで、バリア５００は、光源３００と、光源３００の電気的連結のためのワイヤーの
保護のためのもので、第２基板２００の形状に応じて、多様な形状で製作される。
【０６２８】
　例えば、バリア５００は、多角形又はリング（ｒｉｎｇ）状に製作される。
【０６２９】
　そして、バリア５００は金属反射物質が含まれるが、光源３００から発生した光を反射
させて光源３００の光抽出効率を向上させることができる。
【０６３０】
　ここで、バリア５００は、アルミニウム（Ａｌ）、銀（Ａｇ）、白金（Ｐｔ）、ロジウ



(51) JP 6266240 B2 2018.1.24

10

20

30

40

50

ム（Ｒｈ）、ラジウム（Ｒｄ）、パラジウム（Ｐｄ）、クロム（Ｃｒ）の少なくとも一つ
以上を含む。
【０６３１】
　続いて、バリア５００は、光源３００との離隔距離及び高さなどを制御することによっ
て、光源３００の光指向角を制御することができる。
【０６３２】
　図４４ａないし４４ｄは、実施例によるランプユニットのバリアの配置を示す断面図で
ある。
【０６３３】
　図４４ａないし４４ｄに示されているように、実施例は、第１基板１００、第２基板２
００、多数の光源３００及びバリア５００を含む。
【０６３４】
　ここで、第２基板２００は第１基板１００上に配置され、前記多数の光源３００は第２
基板２００上に配置される。
【０６３５】
　図４４ａのように、第２基板２００の面積は、第１基板１００の面積よりさらに小さく
てもよい。
【０６３６】
　この場合、バリア５００は、第１基板１００上に配置される。
【０６３７】
　ここで、第１基板１００は、第１熱伝導率を有する金属基板であり、第２基板２００は
第２熱伝導率を有する絶縁基板である。
【０６３８】
　この時、第１基板１００の第１熱伝導率は、第２基板２００の第２熱伝導率よりさらに
大きい。
【０６３９】
その理由は、第２基板２００上に配置される光源３００から発生する熱を速かに外部に放
出するためである。
【０６４０】
　例えば、第１基板１００は、熱伝導性が高い放熱プレートであって、銅（Ｃｕ）、アル
ミニウム（Ａｌ）、銀（Ａｇ）、金（Ａｕ）から選ばれた何れか一つの物質又はそれらの
合金で形成される。
【０６４１】
　そして、第２基板２００は、熱伝導率が高い窒化物、例えば、ＡｌＮで形成される。
【０６４２】
　次に、図４４ｂのように、第２基板２００の面積と第１基板１００の面積は、互いに同
一であってもよい。
【０６４３】
　すなわち、第１基板１００と第２基板２００は、順次積層された積層構造からなる。
【０６４４】
　この場合、バリア５００は、第２基板２００上に配置される。
【０６４５】
　この時、第１基板１００は、Ａｌ、Ｃｕ、Ａｕの少なくとも何れか一つを含み、第２基
板２００は陽極酸化層（ａｎｏｄｉｚｅｄ ｌａｙｅｒ）を含む。
【０６４６】
　また、図４４ｃのように、第１基板１００は所定の領域にキャビティー１０２を含み、
第２基板２００は第１基板１００のキャビティー１０２内に配置されてもよい。
【０６４７】
　この場合、バリア５００は、第１基板１００上に配置される。
【０６４８】
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　この時、第１基板１００は、Ａｌ、Ｃｕ、Ａｕの少なくとも何れか一つを含み、第２基
板２００はＡｌＮを含む。
【０６４９】
　そして、図４４ｄのように、第２基板２００は所定の領域にキャビティー２０２を含み
、第１基板１００上に配置される。
【０６５０】
　ここで、多数の光源３００は、第２基板２００のキャビティー２０２内に配置されても
よい。
【０６５１】
　この場合、第２基板２００は、バリア領域を含む。
【０６５２】
　この時、第１基板１００は、Ａｌ、Ｃｕ、Ａｕの少なくとも何れか一つを含み、第２基
板２００はＡｌＮを含む。
【０６５３】
　このように、実施例は、第１基板１００と第２基板２００の多様な形態に応じて、バリ
アの位置が可変される。
【０６５４】
　図４５ａ及び図４５ｂは、実施例によるランプユニットのカバーガラスを示す断面図で
ある。
【０６５５】
　図４５ａ及び図４５ｂに示されているように、実施例は、第１基板１００、第２基板２
００、多数の光源３００、バリア５００及びカバーガラス５５０を含む。
【０６５６】
　ここで、第２基板２００は第１基板１００上に配置され、前記多数の光源３００は、第
２基板２００上に配置される。
【０６５７】
　そして、カバーガラス（ｃｏｖｅｒ ｇｌａｓｓ）５５０は、多数の光源３００から一
定の間隔で空間を置いて配置される。
【０６５８】
　ここで、多数の光源３００とカバーガラス５５０の下部面５５０－１との間の間隔ｄ６
０は、約０．１ｍｍ～５０ｍｍである。
【０６５９】
　カバーガラス５５０は光源３００を保護し、光源３００から発生した光を透過すること
ができる。
【０６６０】
　そして、カバーガラス５５０は、無反射コーティング（ａｎｔｉ－ｒｅｆｌｅｃｔｉｖ
ｅ ｃｏａｔｉｎｇ）処理されて光源３００から発生した光の透過率を向上させることが
できる。
【０６６１】
　ここで、無反射コーティング処理は、ガラス材質ベースに無反射コーティングフィルム
を付着したり、無反射コーティング液をスピンコーティング又はスプレーコーティングし
無反射コーティング膜を形成して行われる。
【０６６２】
　例えば、無反射コーティング膜は、ＴｉＯ２、ＳｉＯ２、Ａｌ２Ｏ３、Ｔａ２Ｏ３、Ｚ
ｒＯ２、ＭｇＦ２の少なくとも一つ以上を含んで形成される。
【０６６３】
　続いて、カバーガラス５５０は、孔（図示せず）又は開口部（図示せず）が含まれるが
、光源３００から発生する熱によるガスは、孔又は開口部を介して放出することができる
。
【０６６４】
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　また、カバーガラス５５０は、孔又は開口部を有するドーム（ｄｏｍｅ）形態であって
もよく、場合によって、カバーガラス５５０は、光源３００から発生する光のうち特定波
長の光のみを通過させるカラーフィルターを含んでいてもよい。
【０６６５】
　また、他の場合として、カバーガラス５５０は、光源３００から発生する光の指向角を
調節できる特定パターン（図示せず）を含んでいてもよい。
【０６６６】
　この時、パターンの種類及び形は制限されない。
【０６６７】
　図４５ａのように、第２基板２００の面積は、第１基板１００の面積よりさらに小さく
てもよい。
【０６６８】
　この場合、バリア５００は第１基板１００上に配置され、カバーガラス５５０は、バリ
ア５００の上部面５００－１の一部に支持されて配置される。
【０６６９】
　ここで、第１基板１００は、第１熱伝導率を有する金属基板であり、第２基板２００は
、第２熱伝導率を有する絶縁基板である。
【０６７０】
　この時、第１基板１００の第１熱伝導率は、第２基板２００の第２熱伝導率よりさらに
大きい。
【０６７１】
　その理由は、第２基板２００上に配置される光源３００から発生する熱を速かに外部に
放出するためである。
【０６７２】
　例えば、第１基板１００は、熱伝導性が高い放熱プレートであって、銅（Ｃｕ）、アル
ミニウム（Ａｌ）、銀（Ａｇ）、金（Ａｕ）から選ばれた何れか一つの物質又はそれらの
合金で形成される。
【０６７３】
　そして、第２基板２００は、熱伝導率が高い窒化物、例えば、ＡｌＮで形成される。
【０６７４】
　次に、図４５ｂのように、第２基板２００は、所定の領域にキャビティー２０２を含み
、第１基板１００上に配置される。
【０６７５】
　ここで、多数の光源３００は、第２基板２００のキャビティー２０２内に配置されても
よい。
【０６７６】
　この場合、第２基板２００はバリア領域を含み、カバーガラス５５０は、第２基板２０
０の端上部面２０４の一部に支持されて配置される。
【０６７７】
　ここで、第２基板２００のバリア領域の幅は、カバーガラス５５０を支持する第２基板
２００の支持領域の幅よりさらに広くてもよい。
【０６７８】
　この時、第１基板１００は、Ａｌ、Ｃｕ、Ａｕの少なくとも何れか一つを含み、第２基
板２００はＡｌＮを含む。
【０６７９】
　このように、実施例は、第１基板１００と第２基板２００の多様な形態に応じて、カバ
ーガラスを支持するバリア構造が可変される。
【０６８０】
　図４６ａないし４６ｄは、実施例によるランプユニットの蛍光体層を示す断面図である
。
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【０６８１】
　図４６ａないし４６ｄに示されているように、実施例は、第１基板１００、第２基板２
００、多数の光源３００及び蛍光体層５９０を含む。
【０６８２】
　ここで、第２基板２００は第１基板１００上に配置され、前記多数の光源３００は第２
基板２００上に配置される。
【０６８３】
　そして、蛍光体層５９０は、多数の光源３００上に配置される。
【０６８４】
　ここで、蛍光体層５９０は、多数の光源３００にそれぞれ対応して配置される。
【０６８５】
　そして、蛍光体層５９０は、赤色蛍光体、黄色蛍光体、及び緑色蛍光体の少なくとも一
つを含む。
【０６８６】
　図４６ａのように、蛍光体層５９０は台形形状で形成されてもよく、図４６ｂのように
、蛍光体層５９０は逆台形形状で形成されてもよい。
【０６８７】
　場合によって、図４６ｃ及び図４６ｄのように、蛍光体層５９０はキャップ（ｃａｐ）
形状に形成されてもよい。
【０６８８】
　ここで、図４６ｃのように、蛍光体層５９０は、第２基板２００上に形成される蛍光体
層５９０と光源３００上に形成される蛍光体層５９０が含まれるが、第２基板２００上に
形成される蛍光体層５９０の厚さｔ８１と、光源３００上に形成される蛍光体層５９０の
厚さｔ８２とは、互いに同一であってもよい。
【０６８９】
　他の場合として、図４６ｄのように、第２基板２００上に形成される蛍光体層５９０の
厚さｔ８１と、光源３００上に形成される蛍光体層５９０の厚さｔ８２とは、互いに異な
っていてもよい。
【０６９０】
　一例として、第２基板２００上に形成される蛍光体層５９０の厚さｔ８１は、光源３０
０上に形成される蛍光体層５９０の厚さｔ８２よりさらに薄くてもよい。
【０６９１】
　図４７は、第１実施例によるランプユニットを含む車両のヘッドランプを示す断面図で
ある。
【０６９２】
　図４７に示されているように、ヘッドランプ８００は、ランプユニット８０１、リフレ
クター（ｒｅｆｌｅｃｔｏｒ）８０２、シェード８０３、及びレンズ８０４を含む。
【０６９３】
　ここで、リフレクター８０２は、ランプユニット８０１から照射される光を一定の方向
に反射させる。
【０６９４】
　続いて、シェード８０３は、リフレクター８０２とレンズ８０４との間に配置され、リ
フレクター８０２によって反射してレンズ８０４に向かう光の一部分を遮断又は反射し、
設計者が所望する配光パターンを成すようにする部材である。
【０６９５】
　ここで、シェード８０３の一側部８０３－１と他側部８０３－１は、互いに高さが異な
っていてもよい。
【０６９６】
　そして、ランプユニット８０１のガラスカバーを透過した光は、リフレクター８０２及
びシェード８０３で反射した後、レンズ８０４を透過して車両の前方に向かうことができ
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る。
【０６９７】
　ここで、レンズ８０４は、リフレクター８０２によって反射した光を前方に屈折させる
。
【０６９８】
　図４８は、第２実施例によるランプユニットを含む車両のヘッドランプを示す正面図で
ある。
【０６９９】
　図４８に示されているように、車両用ヘッドランプ９００－１は、ランプユニット９１
０及びライトハウジング（ｌｉｇｈｔ ｈｏｕｓｉｎｇ）９２０を含む。
【０７００】
　ここで、ランプユニット９１０は、上述した実施例が含まれ、ライトハウジング９２０
はランプユニット９１０を収納し、透光性材質からなる。
【０７０１】
　車両用ライトハウジング９２０は、装着される車両の部位及びデザインに応じて屈曲を
含んでもよい。
【０７０２】
　このように、実施例によるランプユニットを有する車両用ヘッドランプは、個別に駆動
が可能な多数の光源アレイを配置することによって、外部の環境に応じて多様な光のカラ
ー及び光束を提供することができる。
【０７０３】
　そして、実施例によるランプユニットを有する車両用ヘッドランプは、多数の光源アレ
イを効率的に配置することによって、少ない数の光源で最適な光束を提供することができ
、ランプユニットの大きさを減らすことができる。
【０７０４】
　また、実施例によるランプユニットを有する車両用ヘッドランプは、多様な出射方向を
有する光源アレイを配置して、外部環境に応じた多様なビームパターンを提供することが
できる。
【符号の説明】
【０７０５】
１００　　第１基板
１０５　　センサーユニット
１１０　　速度センサー
１２０　　光センサー
１３０　　モーションセンサー
１４０　　傾きセンサー
１５０　　イメージセンサー
１６０　　レーダーセンサー
１７０　　レインセンサー
１８０　　位置情報センサー
２００　　第２基板
２１０　　第１上部面
２２０　　第２上部面
２３０　　側面
２５５　　第１突起
２５７　　第２突起
３００　　光源
３０５　　ヘッドランプ
３１０　　第１光源アレイ
３３０　　第２光源アレイ
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３５０　　第３光源アレイ
３７０　　第４光源アレイ
４００　　ワイヤー
４１１　　第１電極パターン
４１３　　第２電極パターン
４３１　　第３電極パターン
４３３　　第４電極パターン
５００　　バリア
５０５　　サイド照明ユニット
６００　　ディスプレイ部
７００　　電子制御ユニット（ＥＣＵ）
７１０　　走行モード判定部
７２０　　駆動信号出力部
８００　　ヘッドランプ
９００－１　　車両用ヘッドランプ
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【図４】
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